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やってきた！！

月号 ７
2024年

（令和6年）

No.641

広報
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小早船保存会員の募集

７月から貴船まつりの花形「小早船」の組み
立て、飾り付けを実施します。
組み立てや片付けなどの研修を指導員から
受け、進めます。
詳細は、お問い合わせください。
◇募集人員　約20名

■申し込み・問い合わせ　
　 真鶴町観光協会(鈴木)☎68-2543

◇参加費　５，０００円
   （半纏、お弁当、飲み物、タオル代を含む）
◇半纏受け渡し
    ７月７日(日)10時から正午に宮ノ前地区
    集会所にて参加費と引き換え

■申し込み・問い合わせ
　  ☎090-8510-6704（露木）

貴船まつり神輿保存会

◇参加費　３，０００円
   （はっぴ、飲み物、保険料を含む）
◇はっぴ受け渡し
　  ７月27日(土)11時から
◇集合場所　観光協会前　
   ※事前申込制

■申し込み・問い合わせ
   政策推進課（石井・岩本）☎内線312・315

役場神輿会担ぎ手募集

◆宵宮イベント　ツートン青木とゆかいな仲間たち
◇日　 時　７月26日(金)19時15分から
◇会　 場　真鶴港岸壁広場
　　　　　　　   (雨天時：まなづる小学校体育館)
　             ※前日の天気予報により会場を判断。
◇出演者　ツートン青木　他、真鶴ぼんぼんざめ
◇主　 催　真鶴町観光協会　

◆なぶらdeないと
◇日　 時　７月25日(木)17時から21時
◇会　 場　真鶴港岸壁広場（荒天中止)
◇内   容　毎月最終日曜日に開催している
               「真鶴なぶら市」が７月は貴船ま
               つりの前日に夜市を開催します。
◇主　 催　真鶴なぶら市実行委員会

※当日は混み合いますので公共交通機関を
　　ご利用ください。

外国人(がいこくじん) に向(む)けた わかり

やすい 日本語(にほんご) のページです。

やさしい 日本語(にほんご)で いろいろな

 情報(じょうほう) を おつたえします。

真鶴 貴船（まなづる きぶね） まつり

日本３大船祭り(にほん さんだい ふなまつり) の　ひとつです。

300年以上（ねんいじょう）の 歴史（れきし） が あります。

７月（がつ）の最後（さいご）の 土曜日（どようび）と その前（まえ）の日（ひ） です。

① 10時（じ）から

② 14時（じ）ごろ

③ 16時（じ）ごろ

④ 夜（よる） 

第 8 回
やさしい
日本語 「貴船まつりを紹介します！」

き　    ぶ ね し ょ う   か い

真鶴の港（まなづるのみなと）

貴船神社（きぶねじんじゃ）

真鶴の港（まなづるのみなと）

真鶴の港（まなづるのみなと）

船（ふね）が 海（うみ）に うかびます。

お神輿（みこし）が 階段（かいだん）を 降（お）ります。

お神輿（みこし）が 海（うみ）に はいります。

船（ふね）は ライトアップします。コンサートも あります。
屋台（やたい）も でます。

①9時（じ）30分（ぷん）から

②18時（じ）ごろ

③19時（じ）40分（ぷん）ごろ

④ 20時（じ）ごろ

町の中（まちのなか）

真鶴の港（まなづるのみなと）

真鶴の港（まなづるのみなと）

貴船神社(きぶねじんじゃ）

鹿島踊り（かしまおどり）と お神輿（みこし）と 
花山車（はなだし）と 囃子（はやし）が 
町の中（まちのなか）を まわります。

25７
(木)

伝統の飾り付けを継承しよう 神輿の担ぎ手大募集！！

毎年、7月上旬の大安日から始まる組み立
て作業。屋形を組み立てる順序や、造花や
提灯などの装飾の方法は、非常に難易度
が高く、古くから口伝により後継者に承継
し、維持されてきたものです。

　受け継がれていく伝統の飾り付け

実施内容

１日目(いちにちめ)

みなと が にぎやかに なります。

お神輿（みこし）が 神社（じんじゃ）に 帰（かえ）
ります。花火（はなび）も あがります。

お神輿（みこし）が 階段（かいだん）を 
登（のぼ）ります。

■問い合わせ
産業観光課　　　　　☎内線３３３　
真鶴町観光協会　☎６８-２５４３

２日目(ふつかめ)

※スケジュールは 変（か）わる 場合（ばあい）があります。 【翻訳】まなづる国際交流協会

かしまおどり はなだし

貴船まつり26(金)
27(土)
開 催

７

海上渡御
「海上渡御」は中止し、神輿は県道経由の
「陸路渡御」にて実施します。

小早船
東西２隻の小早船は、飾り付けを行い、
水浮けをして港内に係留します。

鹿島踊り・花山車
鹿島踊りの奉納および花山車の検視は、
従来通り実施します。

奉納花火
７月27日(土)
※陸路渡御の際に打ち上げ
　

宵宮イベント&「なぶらdeないと」

① ② ③ ④

① ① ③ ④
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　定期予防接種（国が積極的に勧奨する予防接種）は、その感染症にかかりやすい年齢などの理由から、
標準的な接種期間が定められています。定期予防接種の対象期間であれば無料で接種を受けられますが、
なるべく標準的な接種期間に接種を済ませておくようにしましょう。
　また、接種勧奨の差し控えなどの理由により、接種機会を逃した方に対して、特例として従来の定期予防
接種の年齢を超えて公費での接種が認められています。
　接種がまだの方は、夏休みなどを利用して接種することをお勧めします。

　※必ず、母子健康手帳等の接種記録から、これまでの接種回数をご確認ください。
　　既定の回数以上を接種した場合や対象期間外で接種した場合は、接種費用は
　　全額自費となります。
　※発熱等がある場合は接種できません。体調の良い時に接種しましょう。
　※その他の定期予防接種について、ご不明な際はお問い合わせください。

予防接種のお知らせ

□問い合わせ　福祉課 ☎内線２３２・２３３

◎接種場所　　
真鶴町国民健康保険診療所、その他町が委託している
医療機関で接種できます。

◎定期予防接種の種類と標準的な接種期間
(※カッコ内は公費で接種できる定期予防接種の対象期間)

〇 麻しん風しんワクチン　　   ２期：幼稚園・保育園の年長クラスで１回
　　  　　　　　　　　　　　  ※小学１年生になってからの接種は、長期療養等の特別な理由が
                                                     ない限り、自費になります。

〇 日本脳炎ワクチン             ２期：９歳以上10歳に達するまでに１回（９歳以上13歳未満）

〇 二種混合ワクチン 
    （破傷風・ジフテリア）  
〇 子宮頸がん予防ワクチン　中学１年生で、ワクチンの種類・年齢によって２回または３回
                                                 （小学６年生～高校１年生（相当）） ※女子のみ

◎特例接種の種類と対象者

〇 子宮頸がん予防ワクチン
     キャッチアップ接種
        
    

〇 日本脳炎ワクチン
　 接種の特例

11歳以上12歳に達するまでに１回（11歳以上13歳未満）

接種が完了していない平成９年４月２日から平成19年４月１日生まれの
方が対象です。この公費による助成が令和6年度末（令和7年3月３1日）
をもって終了します。希望される方は、早めの接種をご検討ください。
接種は合計３回で、完了するまでに約６か月間かかります。
希望される方は、第１回目の接種を９月までに開始しましょう。

接種が完了していない平成７年４月２日から平成19年４月１日に生まれた
方で、20歳未満の方が対象です。

夏休み子どもフェスティバル夏休み子どもフェスティバル
小学生を対象に、夏休み期間中に

さまざまなイベントを開催します。

ぜひご参加ください！

詳細は、まなづる小学校から児童へお知らせを配付します。真鶴町民センター、図書館にも申込書があります。

まなづる小学校の児童は学校の担任へ、それ以外の児童は、７月５日（金）までに

真鶴町民センター２階　教育課まで提出してください。

※電話での申し込みは受け付けていませんのでご了承願います。

※応募者多数の場合、７月11日（木）16時から真鶴町民センターにて公開抽選を行います。

問い合わせ 教育課

☎内線４４１

◇期　　　間　　７月11日(木)～９月１日(日)

◇開場時間　　９時～17時

※開設期間中、岩海水浴場のエリアは禁煙
   になります。詳細なルールは、ホームペー
   ジ等をご覧いただき、ルールを守ってご利
   用ください。

■問い合わせ　産業観光課 ☎内線３３３

岩海水浴場の開設

◇期　　　間　　７月24日(水)～８月23日(金)

◇開放時間　 10時～12時

※土・日曜日、祝日、７月26日(金)、８月１日(木)、
　  ８日(木)、９日(金)、22日(木)と雨天など水温の
　  低い日は除きます。
※中止の場合　
①プール入口に「赤い旗」を掲げます。
②まなづる小学校の「マチコミメール」で連絡します。

◇対      象　　町内の小学生、幼児
　　　　　　　　　 ※幼児は保護者の同伴が必要

■問い合わせ　教育課 ☎内線４３８

まなづる小学校プール開放

夏休み期間中のお知らせ

事業名 日時 対象・定員 場所
子ども水泳教室
 ～水となかよし～
（２日間参加できる方）

７月22日（月）、23日（火）
10:00～12:00

泳ぎに自信のない１・２年生
20名

まなづる小学校プール

子ども食育クッキング
～朝ごはんを食べよう！～

７月30日（火）
９:30～12:30

小学４～６年生　20名
真鶴町民センター
１階  実習室

子ども陶芸教室
～世界にひとつ！自分だけのもの作り～

（２日間参加できる方）

(1)作品づくり　７月25日（木）
(2)色つけ　　　８月15日（木）
①１部：９:00～　・②２部：10:00～
③３部：13:00～・④４部：14:00～

①～④の各回とも
小学１～６年生　12名(計48名)

真鶴町民センター
１階  工芸室

親子木工教室
～大工さんになろう～

８月４日（日）
９:00～11:30

小学１～６年生　20組40名
（保護者同伴。未就学児の同伴不可）

真鶴町民センター
３階　講堂・控室

子どもアート教室
～石を使って新種の生物を作ろう！～

８月20日（火）
14:00～16:00

小学１～６年生　20名
真鶴町民センター
３階　講堂

環境学習教室
～ソーラーランタンを作って自然エネル

ギーを体感しよう～

７月31日（水）
13:30～15:30

小学４～６年生　15名
真鶴町民センター
３階　講堂

お楽しみ工作教室
～万華鏡を作ろう～

８月６日（火）
13:30～15:3０

小学１～６年生　20名
真鶴町民センター
３階　講堂

海と山の子どもたちの交流会
～安曇野市と檜原村の子どもたちと交流し

よう～

８月８日（木）～９日（金）　１泊２日 小学４～６年生　15名 真鶴町内

夜のプランクトン観察会
～夜の海をのぞいてみよう！～

①８月16日（金）19:00～21:00
②８月23日（金）19:00～21:00

小学１～６年生
①１2組24名
②12組24名
（保護者同伴・未就学児の同伴不可）

①里海ベース
②横浜国大臨海環境ｾﾝﾀｰ

フィンスイミング教室
～イルカになろう！～

８月１日（木）
①９:30～10:45
②11:00～12:15
③13:30～14:45

①小学１、２年生　20名
②小学３、４年生　20名
③小学５、６年生　20名

まなづる小学校プール

一日図書館員
～図書館の仕事を体験してみよう！～

８月16日（金）、17日（土）、
18日（日）のうち１日
９:30～12:00

小学４～６年生　各日２名 まなづる図書館



４広報真鶴　2024年７月号
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　定期予防接種（国が積極的に勧奨する予防接種）は、その感染症にかかりやすい年齢などの理由から、
標準的な接種期間が定められています。定期予防接種の対象期間であれば無料で接種を受けられますが、
なるべく標準的な接種期間に接種を済ませておくようにしましょう。
　また、接種勧奨の差し控えなどの理由により、接種機会を逃した方に対して、特例として従来の定期予防
接種の年齢を超えて公費での接種が認められています。
　接種がまだの方は、夏休みなどを利用して接種することをお勧めします。

　※必ず、母子健康手帳等の接種記録から、これまでの接種回数をご確認ください。
　　既定の回数以上を接種した場合や対象期間外で接種した場合は、接種費用は
　　全額自費となります。
　※発熱等がある場合は接種できません。体調の良い時に接種しましょう。
　※その他の定期予防接種について、ご不明な際はお問い合わせください。

予防接種のお知らせ

□問い合わせ　福祉課 ☎内線２３２・２３３

◎接種場所　　
真鶴町国民健康保険診療所、その他町が委託している
医療機関で接種できます。

◎定期予防接種の種類と標準的な接種期間
(※カッコ内は公費で接種できる定期予防接種の対象期間)

〇 麻しん風しんワクチン　　   ２期：幼稚園・保育園の年長クラスで１回
　　  　　　　　　　　　　　  ※小学１年生になってからの接種は、長期療養等の特別な理由が
                                                     ない限り、自費になります。

〇 日本脳炎ワクチン             ２期：９歳以上10歳に達するまでに１回（９歳以上13歳未満）

〇 二種混合ワクチン 
    （破傷風・ジフテリア）  
〇 子宮頸がん予防ワクチン　中学１年生で、ワクチンの種類・年齢によって２回または３回
                                                 （小学６年生～高校１年生（相当）） ※女子のみ

◎特例接種の種類と対象者

〇 子宮頸がん予防ワクチン
     キャッチアップ接種
        
    

〇 日本脳炎ワクチン
　 接種の特例

11歳以上12歳に達するまでに１回（11歳以上13歳未満）

接種が完了していない平成９年４月２日から平成19年４月１日生まれの
方が対象です。この公費による助成が令和6年度末（令和7年3月３1日）
をもって終了します。希望される方は、早めの接種をご検討ください。
接種は合計３回で、完了するまでに約６か月間かかります。
希望される方は、第１回目の接種を９月までに開始しましょう。

接種が完了していない平成７年４月２日から平成19年４月１日に生まれた
方で、20歳未満の方が対象です。

夏休み子どもフェスティバル夏休み子どもフェスティバル
小学生を対象に、夏休み期間中に

さまざまなイベントを開催します。

ぜひご参加ください！

詳細は、まなづる小学校から児童へお知らせを配付します。真鶴町民センター、図書館にも申込書があります。

まなづる小学校の児童は学校の担任へ、それ以外の児童は、７月５日（金）までに

真鶴町民センター２階　教育課まで提出してください。

※電話での申し込みは受け付けていませんのでご了承願います。

※応募者多数の場合、７月11日（木）16時から真鶴町民センターにて公開抽選を行います。

問い合わせ 教育課

☎内線４４１

◇期　　　間　　７月11日(木)～９月１日(日)

◇開場時間　　９時～17時

※開設期間中、岩海水浴場のエリアは禁煙
   になります。詳細なルールは、ホームペー
   ジ等をご覧いただき、ルールを守ってご利
   用ください。

■問い合わせ　産業観光課 ☎内線３３３

岩海水浴場の開設

◇期　　　間　　７月24日(水)～８月23日(金)

◇開放時間　 10時～12時

※土・日曜日、祝日、７月26日(金)、８月１日(木)、
　  ８日(木)、９日(金)、22日(木)と雨天など水温の
　  低い日は除きます。
※中止の場合　
①プール入口に「赤い旗」を掲げます。
②まなづる小学校の「マチコミメール」で連絡します。

◇対      象　　町内の小学生、幼児
　　　　　　　　　 ※幼児は保護者の同伴が必要

■問い合わせ　教育課 ☎内線４３８

まなづる小学校プール開放

夏休み期間中のお知らせ

事業名 日時 対象・定員 場所
子ども水泳教室
 ～水となかよし～
（２日間参加できる方）

７月22日（月）、23日（火）
10:00～12:00

泳ぎに自信のない１・２年生
20名

まなづる小学校プール

子ども食育クッキング
～朝ごはんを食べよう！～

７月30日（火）
９:30～12:30

小学４～６年生　20名
真鶴町民センター
１階  実習室

子ども陶芸教室
～世界にひとつ！自分だけのもの作り～

（２日間参加できる方）

(1)作品づくり　７月25日（木）
(2)色つけ　　　８月15日（木）
①１部：９:00～　・②２部：10:00～
③３部：13:00～・④４部：14:00～

①～④の各回とも
小学１～６年生　12名(計48名)

真鶴町民センター
１階  工芸室

親子木工教室
～大工さんになろう～

８月４日（日）
９:00～11:30

小学１～６年生　20組40名
（保護者同伴。未就学児の同伴不可）

真鶴町民センター
３階　講堂・控室

子どもアート教室
～石を使って新種の生物を作ろう！～

８月20日（火）
14:00～16:00

小学１～６年生　20名
真鶴町民センター
３階　講堂

環境学習教室
～ソーラーランタンを作って自然エネル

ギーを体感しよう～

７月31日（水）
13:30～15:30

小学４～６年生　15名
真鶴町民センター
３階　講堂

お楽しみ工作教室
～万華鏡を作ろう～

８月６日（火）
13:30～15:3０

小学１～６年生　20名
真鶴町民センター
３階　講堂

海と山の子どもたちの交流会
～安曇野市と檜原村の子どもたちと交流し

よう～

８月８日（木）～９日（金）　１泊２日 小学４～６年生　15名 真鶴町内

夜のプランクトン観察会
～夜の海をのぞいてみよう！～

①８月16日（金）19:00～21:00
②８月23日（金）19:00～21:00

小学１～６年生
①１2組24名
②12組24名
（保護者同伴・未就学児の同伴不可）

①里海ベース
②横浜国大臨海環境ｾﾝﾀｰ

フィンスイミング教室
～イルカになろう！～

８月１日（木）
①９:30～10:45
②11:00～12:15
③13:30～14:45

①小学１、２年生　20名
②小学３、４年生　20名
③小学５、６年生　20名

まなづる小学校プール

一日図書館員
～図書館の仕事を体験してみよう！～

８月16日（金）、17日（土）、
18日（日）のうち１日
９:30～12:00

小学４～６年生　各日２名 まなづる図書館



義務教育学校を視察してきました！

問い合わせ　教育課教育総務係　☎ 内線434

第５回学校建設

準備委員会 概要報告

参加された委員さんの感想です（抜粋）

委員会の議事録と
資料（一部)は
コチラから

６７ ◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年７月号 広報真鶴　2024年７月号

基本構想・計画策定事業の委託業者決まる！

いずみの森義務教育学校の概要

・校長１人、副校長４人を核に学校を運営

・学年の区分は「４‐３‐２」が基本

・入学式は第１学年、卒業式は第９学年

・第６学年で「感謝とエールの会」、第４学       

 年と第７学年で「修了の会」を実施

・標準服は第７年生から着用

・第５学年から５０分授業、教科担任制

・１・３・５校時は全学年同時にスタート

・九九検定など異学年交流が活発

・受け入れ可能な部活動には第５学年か

　ら参加（公式戦などは第７学年から）

・給食後、全児童生徒が縦割りで清掃活動

・教室と廊下との間仕切りは開放が可能

（第７学年以上は集中するため固定の壁）

・屋上に水深の調整が可能なプールを設置

・個に応じた「リソースルーム」を設置

・教職員のための「ほっとルーム」を設置

・学童や地域コミュニティスペースを複合

・学校運営協議会と地域協働本部が盛ん

　５月２０日、委員１３名と事務局とで、東京都八王子市にある「市立いずみの森義務教育学校」へ視察に行ってきました。この

学校は、令和２年度に開校した八王子市及び多摩地区初の義務教育学校で、この４月現在、児童生徒数１,３４２名、教職員数

１２６名（通常学級３９学級、特別支援学級９学級）という、たいへん大きな学校でしたが、学校運営の仕組みや施設の工夫など、

真鶴町が新しい学校を創る上で参考となるお話を、たくさん伺うことができました。「上級生には思いやりの気持ちが育ち、下級

生にはあこがれの気持ちが育ち、共生社会の担い手として、子どもたちが立派に成長できる学校です。」という校長先生の言葉

に、小中一貫教育の意義を改めて感じることができました。

第６回準備委員会のお知らせ

日時　： ７月１６日（火）1３:４０～

会場　： 町民センター２階

　　　　 第２会議室（予定）

テーマ：「一貫教育校の基本構想素案」

　　　　「一貫教育校の建設場所について」　

　　　　「学年の区切りについて」など

 ※傍聴も大歓迎です！ 施設関係

●真鶴ではもっと木材を使用して、温もり
　を感じる内装が良い。
●黒板のプロジェクターはぜひ導入してほしい。
●明るく、廊下が広い印象。階段の色が違     
　うなど使い勝手がよい配慮も大切です。
●「物入れ」の場所・数・大きさは大事だと
　思いました。
●特別教室の見える化は、メリット・デメ
　リットがあると思います。
●運動場に芝生の部分があり、小学生と
　中学生の利用のすみわけが分かりや
　すくて良いと思う。
●ジェンダーレストイレの配置について検
　討したい。
●先生方にアイデアを聞きたい。

カリキュラム関係

●時程（前期課程と後期課程）のズレが最
　小限にできていた。
●今回の視察を通し、６‐３制に縛られる必要
　がなく、柔軟なカリキュラムが組める義務
　教育学校が当町には合うのではないか。

◇小林　宏己  （学識経験者：学校教育）
◇竹原　和泉  （学識経験者:社会教育）
◇藤井　明香  （公募）
◇玉田　麻里  （公募）
◇山口　稚奈  （保護者：幼稚園ＰＴＡ）
◇露 　　英一  （保護者：小中学校ＰＴＡ）
◇朝倉　隆     （関係団体：自治会連合会・人権擁護委員会）
◇古川　昌子  （関係団体：民生児童委員協議会）
◇伊藤　晴美  （関係団体：まなづる小学校運営協議会）
◇倉澤　良一  （校長会:ひなづる幼稚園）
◇露木　寛子  （校長会：まなづる小学校）

◇市川　麻美  （校長会：真鶴中学校）
◎瀧本　朝光  （教育委員）
◇大塚　伸二  （副町長）　　     
◇纐纈　仁志  （教育長）　　　　◎＝委員長

●専門性のある教諭が教えることで、意
　欲的に学ぶ学校になる。
●新しい学校では、縦割り活動を積極的
　に行ってほしい。

子どもの様子・その他

●子どもの数の割に教室が広く使えてい
　るイメージがあった。開放感のある空間
　は学びやすさにつながると感じた。
●３年生と７年生など、学年を越えて協働
　できることは、学習面での成長はもとよ
　り、精神面の成長にもとても良いと思った。
●義務教育学校が良いのでは。校長が1人
　でありリーダーシップを取ることがはっき
　りするから。

今後に向けて

●校舎の建設場所が決まり次第、周辺住
　民への説明に加え、要望を伺う機会を
　なるべく早く設定する必要がある。

　今年度から、学識経験者として小林宏己さん（早稲田大
学名誉教授）に、小中学校PTA代表として露英一さんに、
新たに加わっていただきました。よろしくお願いいたしま
す。なお、昨年度お世話になった長澤悟さん、勝山匡さん
には、委員会の活動にご尽力いただき、改めて感謝申し
上げます。ありがとうございました。

　真鶴町小中一貫教育校基本構想・
基本計画策定支援業務委託事業に
ついて、５月２２日に一般公募型プロ
ポーザル選定委員会が開かれ、委託
先として「株式会社教育環境研究所」
に決定しました。これから基本構想・
基本計画の策定支援、学校建設準備
委員会等の運営補助、計画条件の検
討、設計者選定の支援、情報収集等
の仕事を、町民の皆さんや学校建設

準備委員会と歩調を合わせながら進
めていくことになります。

今年度の準備委員の皆さんです。よろしくお願いします！（敬称略）

　はじめまして。2023年12月より、真鶴町立
中川一政美術館の学芸員として着任致しま
した、蔵本 敬大（くらもと たかひろ）です。北
陸地方で17年間学芸員として働き、主に絵
画・工芸（九谷焼や北大路魯山人）を研究
し、館蔵品管理、展示企画および教育普及
の仕事に携わっていました。
　この度真鶴町立中川一政美術館にご縁
あってやってまいりました。美術館で仕事を
させて頂けることを大変有難く光栄に思っ
ています。
　真鶴町立中川一政美術館の豊富な資料

（800点以上）を美術史的視点とこれまでの
経験を生かした企画、展示を目指したいと
思っております。
　ぜひ、美術館においで下さい。美術館を
サロンとして色々な美術に関する雑談をし
たいと考えております。美術館の高い敷居、
イメージを無くすことも私の仕事だと考えて
います。

　美術館学芸員は、「調査研究」「収集保管」
「展示公開」「教育普及」に分類されており、
これらをまとめて“学芸業務”と呼ぶことが
あります。実際には施設管理など学芸業務
以外にも様々な業務を担当していることが
多く、「学芸員は雑芸員」とも呼ばれます。美
術館に関わる多様な業務を把握し、計画立
案から終了に至るまでほぼ全てに携わるこ
とで一連の流れを肌で感じることができる…
大変な反面、充実感のあるお仕事です。　
　私が今注目して研究していることは、美術
品の保存と博物館法の在り方です。
　着任から約８ヶ月、まだ仕事は慣れない部
分も多く、最善を尽くし努力して頑張りたい
と思います。今後は館の貴重な資料の保存
管理を行いながら、真鶴町民と中川一政美
術館を繋げていく仕事の一助を担いたいと
考えております。皆様、どうぞよろしくお願
いいたします。

多目的スペースになる広い廊下

ぬくもりを感じる木製ベンチの憩いの場 食育にもつながるガラス張りの給食室高さの違う手洗い場

中川一政美術館からのメッセージ

中川一政美術館の
公式ホームページ
はこちらから



義務教育学校を視察してきました！

問い合わせ　教育課教育総務係　☎ 内線434

第５回学校建設

準備委員会 概要報告

参加された委員さんの感想です（抜粋）

委員会の議事録と
資料（一部)は
コチラから

６７ ◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年７月号 広報真鶴　2024年７月号

基本構想・計画策定事業の委託業者決まる！

いずみの森義務教育学校の概要

・校長１人、副校長４人を核に学校を運営

・学年の区分は「４‐３‐２」が基本

・入学式は第１学年、卒業式は第９学年

・第６学年で「感謝とエールの会」、第４学       

 年と第７学年で「修了の会」を実施

・標準服は第７年生から着用

・第５学年から５０分授業、教科担任制

・１・３・５校時は全学年同時にスタート

・九九検定など異学年交流が活発

・受け入れ可能な部活動には第５学年か

　ら参加（公式戦などは第７学年から）

・給食後、全児童生徒が縦割りで清掃活動

・教室と廊下との間仕切りは開放が可能

（第７学年以上は集中するため固定の壁）

・屋上に水深の調整が可能なプールを設置

・個に応じた「リソースルーム」を設置

・教職員のための「ほっとルーム」を設置

・学童や地域コミュニティスペースを複合

・学校運営協議会と地域協働本部が盛ん

　５月２０日、委員１３名と事務局とで、東京都八王子市にある「市立いずみの森義務教育学校」へ視察に行ってきました。この

学校は、令和２年度に開校した八王子市及び多摩地区初の義務教育学校で、この４月現在、児童生徒数１,３４２名、教職員数

１２６名（通常学級３９学級、特別支援学級９学級）という、たいへん大きな学校でしたが、学校運営の仕組みや施設の工夫など、

真鶴町が新しい学校を創る上で参考となるお話を、たくさん伺うことができました。「上級生には思いやりの気持ちが育ち、下級

生にはあこがれの気持ちが育ち、共生社会の担い手として、子どもたちが立派に成長できる学校です。」という校長先生の言葉

に、小中一貫教育の意義を改めて感じることができました。

第６回準備委員会のお知らせ

日時　： ７月１６日（火）1３:４０～

会場　： 町民センター２階

　　　　 第２会議室（予定）

テーマ：「一貫教育校の基本構想素案」

　　　　「一貫教育校の建設場所について」　

　　　　「学年の区切りについて」など

 ※傍聴も大歓迎です！ 施設関係

●真鶴ではもっと木材を使用して、温もり
　を感じる内装が良い。
●黒板のプロジェクターはぜひ導入してほしい。
●明るく、廊下が広い印象。階段の色が違     
　うなど使い勝手がよい配慮も大切です。
●「物入れ」の場所・数・大きさは大事だと
　思いました。
●特別教室の見える化は、メリット・デメ
　リットがあると思います。
●運動場に芝生の部分があり、小学生と
　中学生の利用のすみわけが分かりや
　すくて良いと思う。
●ジェンダーレストイレの配置について検
　討したい。
●先生方にアイデアを聞きたい。

カリキュラム関係

●時程（前期課程と後期課程）のズレが最
　小限にできていた。
●今回の視察を通し、６‐３制に縛られる必要
　がなく、柔軟なカリキュラムが組める義務
　教育学校が当町には合うのではないか。

◇小林　宏己  （学識経験者：学校教育）
◇竹原　和泉  （学識経験者:社会教育）
◇藤井　明香  （公募）
◇玉田　麻里  （公募）
◇山口　稚奈  （保護者：幼稚園ＰＴＡ）
◇露 　　英一  （保護者：小中学校ＰＴＡ）
◇朝倉　隆     （関係団体：自治会連合会・人権擁護委員会）
◇古川　昌子  （関係団体：民生児童委員協議会）
◇伊藤　晴美  （関係団体：まなづる小学校運営協議会）
◇倉澤　良一  （校長会:ひなづる幼稚園）
◇露木　寛子  （校長会：まなづる小学校）

◇市川　麻美  （校長会：真鶴中学校）
◎瀧本　朝光  （教育委員）
◇大塚　伸二  （副町長）　　     
◇纐纈　仁志  （教育長）　　　　◎＝委員長

●専門性のある教諭が教えることで、意
　欲的に学ぶ学校になる。
●新しい学校では、縦割り活動を積極的
　に行ってほしい。

子どもの様子・その他

●子どもの数の割に教室が広く使えてい
　るイメージがあった。開放感のある空間
　は学びやすさにつながると感じた。
●３年生と７年生など、学年を越えて協働
　できることは、学習面での成長はもとよ
　り、精神面の成長にもとても良いと思った。
●義務教育学校が良いのでは。校長が1人
　でありリーダーシップを取ることがはっき
　りするから。

今後に向けて

●校舎の建設場所が決まり次第、周辺住
　民への説明に加え、要望を伺う機会を
　なるべく早く設定する必要がある。

　今年度から、学識経験者として小林宏己さん（早稲田大
学名誉教授）に、小中学校PTA代表として露英一さんに、
新たに加わっていただきました。よろしくお願いいたしま
す。なお、昨年度お世話になった長澤悟さん、勝山匡さん
には、委員会の活動にご尽力いただき、改めて感謝申し
上げます。ありがとうございました。

　真鶴町小中一貫教育校基本構想・
基本計画策定支援業務委託事業に
ついて、５月２２日に一般公募型プロ
ポーザル選定委員会が開かれ、委託
先として「株式会社教育環境研究所」
に決定しました。これから基本構想・
基本計画の策定支援、学校建設準備
委員会等の運営補助、計画条件の検
討、設計者選定の支援、情報収集等
の仕事を、町民の皆さんや学校建設

準備委員会と歩調を合わせながら進
めていくことになります。

今年度の準備委員の皆さんです。よろしくお願いします！（敬称略）

　はじめまして。2023年12月より、真鶴町立
中川一政美術館の学芸員として着任致しま
した、蔵本 敬大（くらもと たかひろ）です。北
陸地方で17年間学芸員として働き、主に絵
画・工芸（九谷焼や北大路魯山人）を研究
し、館蔵品管理、展示企画および教育普及
の仕事に携わっていました。
　この度真鶴町立中川一政美術館にご縁
あってやってまいりました。美術館で仕事を
させて頂けることを大変有難く光栄に思っ
ています。
　真鶴町立中川一政美術館の豊富な資料

（800点以上）を美術史的視点とこれまでの
経験を生かした企画、展示を目指したいと
思っております。
　ぜひ、美術館においで下さい。美術館を
サロンとして色々な美術に関する雑談をし
たいと考えております。美術館の高い敷居、
イメージを無くすことも私の仕事だと考えて
います。

　美術館学芸員は、「調査研究」「収集保管」
「展示公開」「教育普及」に分類されており、
これらをまとめて“学芸業務”と呼ぶことが
あります。実際には施設管理など学芸業務
以外にも様々な業務を担当していることが
多く、「学芸員は雑芸員」とも呼ばれます。美
術館に関わる多様な業務を把握し、計画立
案から終了に至るまでほぼ全てに携わるこ
とで一連の流れを肌で感じることができる…
大変な反面、充実感のあるお仕事です。　
　私が今注目して研究していることは、美術
品の保存と博物館法の在り方です。
　着任から約８ヶ月、まだ仕事は慣れない部
分も多く、最善を尽くし努力して頑張りたい
と思います。今後は館の貴重な資料の保存
管理を行いながら、真鶴町民と中川一政美
術館を繋げていく仕事の一助を担いたいと
考えております。皆様、どうぞよろしくお願
いいたします。

多目的スペースになる広い廊下

ぬくもりを感じる木製ベンチの憩いの場 食育にもつながるガラス張りの給食室高さの違う手洗い場

中川一政美術館からのメッセージ

中川一政美術館の
公式ホームページ
はこちらから



８広報真鶴　2024年７月号広報真鶴　2024年７月号９ ◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆

上段：予算現額

下段：支出済額

上段：予算現額

下段：収入済額

町民の皆さんに納めていただくお金町　税

譲与税・
交付金

国税の一部から一定の基準で交付されるお金

行政サービスを保証するために一定割合で市町村に交付
されるお金
特定の事業により利益を受ける人や団体に負担してもらう
お金

地方交付税

分担金及び
負担金

国県支出金
町が行う特定の事業に対して、一定割合で国や県から交付
されるお金

町の事業のために皆さんから頂いたお金

特定の事業を行うために、長期間にわたり借り入れするお金

会計間相互の資金運用や、基金を取り崩したお金

使用料・手数料、財産収入、繰越金など

寄附金

繰入金

町　債

その他

財政用語解説

全般的な管理事務、広報文書、財産
管理、徴税、選挙などのお金

総務費

民生費 高齢者・児童などの福祉向上のためのお金

健康診査などの保健事業、ごみ・し尿
処理などの環境衛生のお金

商工業の振興、観光対策などのお金

衛生費

商工観光費

土木費 道路、公園、住宅などの整備・管理のお金

消火・救急・予防業務のお金

幼稚園や小・中学校、文化活動のためのお金

国や県、銀行などから借りたお金・
利息の返済金

議会費、農林水産業費、災害復旧費、
予備費、諸支出金

消防費

公債費

教育費

その他

財政用語解説

（１目盛り＝１億円） （１目盛り＝１億円）

特別会計（一般会計から切り離され、独立した経営管理を行う会計）

会計別予算現額

国民健康保険事業勘定
9億7,929万2千円

国民健康保険施設勘定
9,442万2千円

真鶴魚座・ケープ真鶴
2,649万4千円

介護保険事業
10億3,199万3千円

後期高齢者医療
1億5,351万6千円

9億1,241万8千円（93.2％）

9,291万2千円（98.4％）

1,612万7千円（60.9％）

8億9,699万1千円（86.9％）

1億4,655万3千円（95.5％）

町が所有している財産町債の現在見込高

▼ 　 　 一 般 会 計 　 　 ▼

歳出
予 算 現 額

39億6,331万9千円 34億4,562万円 86.9％

支 出 済 額 支 出 割 合
歳入

予 算 現 額

39億6,502万1千円 37億492万6千円 93.4％

収 入 済 額 収 入 割 合

会 計 名 金　額

一般会計 28億7,194万3千円

国民健康保険施設勘定 1億2,347万8千円

合計

町民１人当たり（※） 45万1千円

29億9,542万1千円

※2024年３月31日時点の人口6,637人で算出

【歳入】
収入済額（収入割合）

【歳出】
支出済額（支出割合）

　町債は、町の長期にわたる借入金のことで

す。公共施設の整備などのように長期にわた

って利用される施設の建設に必要な資金につ

いて、世代間の負担の公平を図る観点から、

町債という形で資金を調達しています。

総務費

民生費

衛生費

商工観光費

土木費

消防費

教育費

公債費

その他

町税

譲与税・交付金

地方交付税

分担金及び負担金

国県支出金

寄附金

繰入金

町債

その他

財政状況の公表

307万1,291㎡

8億963万円 1万5,818㎡

1,901万4千円

面積

1万9,972㎥
立木推定蓄積量

130万107㎡

2023年度下半期 　町では、条例に基づき年２回、財政状況を公表しています。
今回は、2023年度下半期の財政状況について、町民の皆様にお知らせいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□問い合わせ　財務課　☎内線３５１

8億7,786万1千円

9億574万1千円

1億7,087万8千円
1億9,050万7千円

15億7,284万4千円
15億6,657万6千円

4,319万4千円
3,022万4千円

6億7,795万2千円

5億6,396万1千円

853万2千円
893万3千円

1億2,296万1千円
9,983万9千円

1億4,742万9千円
3,092万9千円

3億4,337万円
3億821万6千円

6億6,839万2千円
5億4,158万1千円

11億9,407万3千円
11億670万2千円

4億7,169万円
3億4,958万6千円

9,286万7千円
8,503万9千円

1億7,096万2千円
1億2,965万7千円

2億665万6千円
1億9,098万8千円

4億6,184万円

4億1,199万4千円

4億2,302万6千円
3億9,053万4千円

2億7,381万3千円
2億3,953万9千円

3万2,031㎡

公有財産

基　金

9億1,851万6千円（93.8％）

9,435万2千円（99.9％）

2,198万9千円（83.0％）

10億3,203万9千円（100.0％）

1億4,951万1千円（97.4％）
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会計別予算現額
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今回は、2023年度下半期の財政状況について、町民の皆様にお知らせいたします。
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8億7,786万1千円

9億574万1千円

1億7,087万8千円
1億9,050万7千円

15億7,284万4千円
15億6,657万6千円

4,319万4千円
3,022万4千円

6億7,795万2千円

5億6,396万1千円

853万2千円
893万3千円

1億2,296万1千円
9,983万9千円

1億4,742万9千円
3,092万9千円

3億4,337万円
3億821万6千円

6億6,839万2千円
5億4,158万1千円

11億9,407万3千円
11億670万2千円

4億7,169万円
3億4,958万6千円

9,286万7千円
8,503万9千円

1億7,096万2千円
1億2,965万7千円

2億665万6千円
1億9,098万8千円

4億6,184万円

4億1,199万4千円

4億2,302万6千円
3億9,053万4千円

2億7,381万3千円
2億3,953万9千円

3万2,031㎡

公有財産

基　金

9億1,851万6千円（93.8％）

9,435万2千円（99.9％）

2,198万9千円（83.0％）

10億3,203万9千円（100.0％）

1億4,951万1千円（97.4％）
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広報真鶴　2024年７月号11 ◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆

無料チケット対象施設（次ページへ続く）

公共施設無料チケット

有効期間 ： 7月21日(日)～8月31日(土)

※1枚につき１人利用可能、コピー不可

真鶴町 小・中学生対象2024年度

公共施設無料チケット

有効期間 ： 7月21日(日)～8月31日(土)

※1枚につき１人利用可能、コピー不可

真鶴町 小・中学生対象2024年度

無料チケット有効期間
≪７月21日(日)～８月31日(土)≫

県西地域２市８町（小田原市、南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町）で  
利用できる施設利用チケットを小・中学生にプレゼントします。周辺市町の施設に遊びに行きましょう！

連

　載

□問い合わせ　
　健康長寿課　☎内線227

　６月～９月が旬のなす。小さいものや長いもの、ボールのよう

に丸いものなどたくさんの種類があります。

　また、煮る、焼く、揚げる、炒める、蒸す、漬けるといったいろ

いろな料理に使えます。

　今回は、暑い夏でも火を使わず、電子レンジで簡単に作るこ

とができるレシピのご紹介です。夏バテ予防にいかがですか？

旬の食材を食べよう！「なす」

管理栄養士の健康レシピ

なすは斜め薄切りにし、さっと水にさらす。

豚肉は食べやすい大きさに切る。

作り方

「なすと豚肉のレンジ蒸し」

◆材料　　２人分

なす　　　　

豚肉薄切り　

小ねぎ　　

　　　　　　

つけだれ　　

　

１人分240kcal  塩分0.7g　野菜量103g

１

２

●なす

　なすは90％以上が水分で、体を内側から冷やす作用があるため、

暑い夏を乗り切るのに最適です。

　なすの皮の色素は「ナスニン」というポリフェノールの一種で、抗酸化作用があり、老化防止、

免疫力アップ、生活習慣病予防などに役立ちます。ナスニンは水に溶ける性質があるため、

長時間水にさらさず、皮ごと料理するのがおすすめです。

　また、切り口が茶色になる原因の「クロロゲン酸」にも、老化やがんを予防する効果が期待できます。

POINT

３

２００ｇ

１００ｇ

１本

大さじ１

小さじ１/２

大さじ１

德田管理栄養士

ポン酢しょうゆ

にんにくすりおろし

すりごま

耐熱皿に、なすと豚肉を交互に重ねなが

ら並べる。

３ ふんわりとラップをし、電子レンジ６００ｗで

４～５分加熱する。

４ ポン酢しょうゆ、にんにくすりおろし、すり

ごまを混ぜてつけだれを作る。

５ 　　　に小口切りにした小ねぎを散らす。

●豚肉

　豚肉には、疲労回復に効果があるビタミンB1が豊富です。

にんにくやネギなどに含まれるアリシンと一緒に食べることで

ビタミンB1の吸収率がアップします。

２市８町 公共施設無料チケット

施設名 時間
チケット有効
期間中の休み

通常料金
所在地／電話

市外局番(0465)
備考

中川一政美術館
10:00～16:00
(入館15:30まで）

水・木曜日
（祝日の場合は開館）

一般600円
小学生～高校生350円

真鶴1178-1
☎68-1128

遠藤貝類博物館
10:30～15:30
（入館15:00まで）

水・木曜日
（祝日の場合は開館）

一般300円
小学生～高校生150円

真鶴1175-1
☎68-2111

お林展望公園
パークゴルフ場

9:00～16:00
（受付15:00まで）

毎月第３水曜日
※その他、行事・天候などに

より、休場の場合あり

一般（高校生以上）200円
子ども（中学生以下）100円
（1人1回18ホール分の料金）

真鶴1178-1
☎68-5501

小学生は保護者同伴。
幼児はプレイ不可。

小田原城天守閣

9:00～17:00
（入館16:30まで）
※7月21日～8月25
日の土・日曜日、祝・
休日、8月13日～16
日は19:00まで（入
館18:30まで）

なし 一般510円　小・中学生200円
城内6-1
☎22-3818

小田原城に関する謎解きイベントに参加
可能。回答者にはプレゼント付き。
対象：無料チケットで入館した先着300
人

常盤木門SAMURAI館
9:00～17:00
（入館16:30まで）

なし 一般200円　小・中学生60円
城内6-1
☎22-3818

小田原城歴史見聞館
(NINJA館)

9:00～17:00
（入館16:30まで）

なし 一般310円　小・中学生100円
城内3-71
☎22-3818

御幸の浜プール
9:00～17:00
（入場16:30まで）

なし
一般250円

小・中学生・4～6歳の未就学児
100円

本町3-15-15
☎22-6080

開場期間は7月13日(土)～8月31日
(土)
清掃などで利用できない場合あり

小田原市総合文化体育館・
小田原アリーナ
(サブアリーナ)

9:00～21:00 第4月曜日
高校生以上300円
小・中学生100円
（1回2時間利用可）

中曽根263
☎38-1144

利用状況により使用できない場合あり。
バスケットボール、バドミントン、卓球の
個人利用可。ボールなどの用具類・体育
館履きは要持参。

尊徳記念館
9:00～17:00
（入館16:30まで）

8月26日(月) 一般200円　小・中学生100円
栢山2065-1
☎36-2381

小田原文学館
10:00～17:00
（入館16:30まで）

8月12日を除く月曜日、
8月13日(火)

一般250円　小・中学生100円
南町2-3-4
☎22-9881

いこいの森(バードゴルフ)
9:00～17:00
（入場16：30まで）

木曜日 1プレイ（1人）300円
久野4294-1
☎32-0094

※用具有料（100円）
※用具の持込み可
※駐車場有料

小田原フラワーガーデン
(トロピカルドーム温室)

9:00～17:00
（入園16:30まで）

8月12日を除く月曜日、
8月13日(火)

トロピカルドーム温室
一般200円　小・中学生100円

久野3798-5
☎34-2814

入園無料。

足柄森林公園丸太の森 9:00～17:00 なし

中学生以上440円
小学生330円
＊南足柄市内在住・在勤・在学
高校生以上390円
中学生350円　小学生　260円

広町1544
☎74-4510

幼児無料

郷土資料館 9:00～16:30
8月12日を除く月曜日、
8月13日(火)、14日(水)

一般400円　小・中学生200円
広町1544
☎73-4570

体育センター温水プール 9:30～20:30
8月12日を除く月曜日、
8月13日(火)

一般550円　小・中学生110円
和田河原1030
☎72-1171

幼児（無料）は保護者同伴。

広町パークゴルフ場
9:00～17:00
（受付15:30まで）

火曜日 一般220円　中学生以下110円
広町231
☎71-0880

小学2年生以下は利用不可。小学生は、
中学生以上の人が同伴。

大口河川敷パークゴルフ場 9:00～17:00 なし 一般220円　中学生以下110円
班目1548-1先
☎72-3688

小学2年生以下は利用不可。小学生は、
中学生以上の人が同伴。

中
井
町

中井中央公園
パークゴルフ場

9：00～18：00
（受付16：30まで）

月曜日（祝日の場合は翌
日休み）

高校生以上(１回)200円
中学生以下(１回)100円

比奈窪580
☎81-3893

貸靴１回50円
小学２年生以下は利用不可。

大
井
町

大井町総合体育館
9:00～21:30
（中学生だけの利用は
17:00まで）

第4月曜日
※臨時休館日あり

一般200円
小中学生100円

金子1970
☎82-9799

バドミントン、卓球の個人利用。1回2時
間利用可。体育館履きは持参。
小学生は、18歳以上の人が同伴

真
鶴
町

小
田
原
市

南
足
柄
市
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無料チケット対象施設（次ページへ続く）

公共施設無料チケット

有効期間 ： 7月21日(日)～8月31日(土)

※1枚につき１人利用可能、コピー不可

真鶴町 小・中学生対象2024年度

公共施設無料チケット

有効期間 ： 7月21日(日)～8月31日(土)

※1枚につき１人利用可能、コピー不可

真鶴町 小・中学生対象2024年度

無料チケット有効期間
≪７月21日(日)～８月31日(土)≫

県西地域２市８町（小田原市、南足柄市、中井町、大井町、松田町、山北町、開成町、箱根町、真鶴町、湯河原町）で  
利用できる施設利用チケットを小・中学生にプレゼントします。周辺市町の施設に遊びに行きましょう！

連

　載

□問い合わせ　
　健康長寿課　☎内線227

　６月～９月が旬のなす。小さいものや長いもの、ボールのよう

に丸いものなどたくさんの種類があります。

　また、煮る、焼く、揚げる、炒める、蒸す、漬けるといったいろ

いろな料理に使えます。

　今回は、暑い夏でも火を使わず、電子レンジで簡単に作るこ

とができるレシピのご紹介です。夏バテ予防にいかがですか？

旬の食材を食べよう！「なす」

管理栄養士の健康レシピ

なすは斜め薄切りにし、さっと水にさらす。

豚肉は食べやすい大きさに切る。

作り方

「なすと豚肉のレンジ蒸し」

◆材料　　２人分

なす　　　　

豚肉薄切り　

小ねぎ　　

　　　　　　

つけだれ　　

　

１人分240kcal  塩分0.7g　野菜量103g

１

２

●なす

　なすは90％以上が水分で、体を内側から冷やす作用があるため、

暑い夏を乗り切るのに最適です。

　なすの皮の色素は「ナスニン」というポリフェノールの一種で、抗酸化作用があり、老化防止、

免疫力アップ、生活習慣病予防などに役立ちます。ナスニンは水に溶ける性質があるため、

長時間水にさらさず、皮ごと料理するのがおすすめです。

　また、切り口が茶色になる原因の「クロロゲン酸」にも、老化やがんを予防する効果が期待できます。

POINT

３

２００ｇ

１００ｇ

１本

大さじ１

小さじ１/２

大さじ１

德田管理栄養士

ポン酢しょうゆ

にんにくすりおろし

すりごま

耐熱皿に、なすと豚肉を交互に重ねなが

ら並べる。

３ ふんわりとラップをし、電子レンジ６００ｗで

４～５分加熱する。

４ ポン酢しょうゆ、にんにくすりおろし、すり

ごまを混ぜてつけだれを作る。

５ 　　　に小口切りにした小ねぎを散らす。

●豚肉

　豚肉には、疲労回復に効果があるビタミンB1が豊富です。

にんにくやネギなどに含まれるアリシンと一緒に食べることで

ビタミンB1の吸収率がアップします。

２市８町 公共施設無料チケット

施設名 時間
チケット有効
期間中の休み

通常料金
所在地／電話

市外局番(0465)
備考

中川一政美術館
10:00～16:00
(入館15:30まで）

水・木曜日
（祝日の場合は開館）

一般600円
小学生～高校生350円

真鶴1178-1
☎68-1128

遠藤貝類博物館
10:30～15:30
（入館15:00まで）

水・木曜日
（祝日の場合は開館）

一般300円
小学生～高校生150円

真鶴1175-1
☎68-2111

お林展望公園
パークゴルフ場

9:00～16:00
（受付15:00まで）

毎月第３水曜日
※その他、行事・天候などに

より、休場の場合あり

一般（高校生以上）200円
子ども（中学生以下）100円
（1人1回18ホール分の料金）

真鶴1178-1
☎68-5501

小学生は保護者同伴。
幼児はプレイ不可。

小田原城天守閣

9:00～17:00
（入館16:30まで）
※7月21日～8月25
日の土・日曜日、祝・
休日、8月13日～16
日は19:00まで（入
館18:30まで）

なし 一般510円　小・中学生200円
城内6-1
☎22-3818

小田原城に関する謎解きイベントに参加
可能。回答者にはプレゼント付き。
対象：無料チケットで入館した先着300
人

常盤木門SAMURAI館
9:00～17:00
（入館16:30まで）

なし 一般200円　小・中学生60円
城内6-1
☎22-3818

小田原城歴史見聞館
(NINJA館)

9:00～17:00
（入館16:30まで）

なし 一般310円　小・中学生100円
城内3-71
☎22-3818

御幸の浜プール
9:00～17:00
（入場16:30まで）

なし
一般250円

小・中学生・4～6歳の未就学児
100円

本町3-15-15
☎22-6080

開場期間は7月13日(土)～8月31日
(土)
清掃などで利用できない場合あり

小田原市総合文化体育館・
小田原アリーナ
(サブアリーナ)

9:00～21:00 第4月曜日
高校生以上300円
小・中学生100円
（1回2時間利用可）

中曽根263
☎38-1144

利用状況により使用できない場合あり。
バスケットボール、バドミントン、卓球の
個人利用可。ボールなどの用具類・体育
館履きは要持参。

尊徳記念館
9:00～17:00
（入館16:30まで）

8月26日(月) 一般200円　小・中学生100円
栢山2065-1
☎36-2381

小田原文学館
10:00～17:00
（入館16:30まで）

8月12日を除く月曜日、
8月13日(火)

一般250円　小・中学生100円
南町2-3-4
☎22-9881

いこいの森(バードゴルフ)
9:00～17:00
（入場16：30まで）

木曜日 1プレイ（1人）300円
久野4294-1
☎32-0094

※用具有料（100円）
※用具の持込み可
※駐車場有料

小田原フラワーガーデン
(トロピカルドーム温室)

9:00～17:00
（入園16:30まで）

8月12日を除く月曜日、
8月13日(火)

トロピカルドーム温室
一般200円　小・中学生100円

久野3798-5
☎34-2814

入園無料。

足柄森林公園丸太の森 9:00～17:00 なし

中学生以上440円
小学生330円
＊南足柄市内在住・在勤・在学
高校生以上390円
中学生350円　小学生　260円

広町1544
☎74-4510

幼児無料

郷土資料館 9:00～16:30
8月12日を除く月曜日、
8月13日(火)、14日(水)

一般400円　小・中学生200円
広町1544
☎73-4570

体育センター温水プール 9:30～20:30
8月12日を除く月曜日、
8月13日(火)

一般550円　小・中学生110円
和田河原1030
☎72-1171

幼児（無料）は保護者同伴。

広町パークゴルフ場
9:00～17:00
（受付15:30まで）

火曜日 一般220円　中学生以下110円
広町231
☎71-0880

小学2年生以下は利用不可。小学生は、
中学生以上の人が同伴。

大口河川敷パークゴルフ場 9:00～17:00 なし 一般220円　中学生以下110円
班目1548-1先
☎72-3688

小学2年生以下は利用不可。小学生は、
中学生以上の人が同伴。

中
井
町

中井中央公園
パークゴルフ場

9：00～18：00
（受付16：30まで）

月曜日（祝日の場合は翌
日休み）

高校生以上(１回)200円
中学生以下(１回)100円

比奈窪580
☎81-3893

貸靴１回50円
小学２年生以下は利用不可。

大
井
町

大井町総合体育館
9:00～21:30
（中学生だけの利用は
17:00まで）

第4月曜日
※臨時休館日あり

一般200円
小中学生100円

金子1970
☎82-9799

バドミントン、卓球の個人利用。1回2時
間利用可。体育館履きは持参。
小学生は、18歳以上の人が同伴

真
鶴
町

小
田
原
市

南
足
柄
市
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真
鶴
町
民
文
化
祭

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
の
指
定

管
理
者
を
募
集
中
で
す
！

ま
な
づ
る
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を

開
催
し
ま
す 

　
例
年
、
10
月
下
旬
か
ら
11

月
上
旬
に
開
催
し
て
い
る
町

民
文
化
祭
に
つ
い
て
、
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
期
間

　

※

期
限
厳
守

　７
月
３
日
㈬
～
18
日
㈭

◇
応
募
資
格
　

　
真
鶴
町
を
中
心
に
活
動
し
、

　
令
和
６
年
度
真
鶴
町
民
文

　
化
祭
へ
新
規
に
展
示
ま
た

　
は
公
演
に
よ
る
参
加
を
希

　
望
す
る
、
真
鶴
町
文
化
団

　
体
連
盟
に
未
加
盟
の
団
体
。

※

個
人
で
の
応
募
は
、
８
月

　
13
日
以
降
に
配
付
さ
れ
る

　
自
治
会
回
覧
チ
ラ
シ
ま
た

　
は
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
受

　
付
に
配
架
さ
れ
る
募
集
要

　
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
方
法

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
窓
口

　
ま
た
は
電
話
に
て
、
参
加

　
団
体
名
、
代
表
者
の
住
所
、

　
氏
名
、
連
絡
先
お
よ
び
展

　
示
・
公
演
の
内
容
を
お
伝

　
え
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参

　
加
負
担
金(

参
加
人
数×

　
１
０
０
円)

が
か
か
り
ま
す
。

◇
町
民
文
化
祭
運
営
委
員
会

　
次
の
日
程
で
運
営
委
員
会                  

　
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
文

　
化
祭
に
参
加
を
希
望
す
る

　
新
規
団
体
は
出
席
し
て
く

　
だ
さ
い
。
本
委
員
会
に
て

　
参
加
承
認
が
得
ら
れ
た
場

　
合
、
参
加
負
担
金
を
お
支

　
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　
７
月
19
日
㈮
18
時
30
分
～

　
町
民
セ
ン
タ
ー
　
３
階

　
講
義
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
６

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
は
、

10
月
１
日
か
ら
町
民
活
動
支

援
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

　
現
在
、
指
定
管
理
者
と
な

る
団
体
等
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
多
様
な
町
民
活
動

を
支
え
て
い
た
だ
く
皆
様
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◇
募
集
期
間

　
６
月
３
日
㈪
～
７
月
31
日
㈬

◇
選
考
方
法
　

　
８
月
中
旬
に
予
定
す
る
選

　
定
委
員
会
で
プ
レ
ゼ
ン

　
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

◇
そ
の
他

　
募
集
要
項
、
業
務
仕
様
書

　
等
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
財
務
課
☎
内
線
３
５
１

　
「
町
の
保
健
室
の
日
」
に
、

ま
な
づ
る
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

を
開
催
し
ま
す
。

●
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は

　
専
門
職
（
地
域
包
括
支
援

　
セ
ン
タ
ー
職
員
等
）
が
い

　
る
の
で
、
心
配
な
こ
と
や

　
介
護
に
関
す
る
相
談
が
で

　
き
ま
す
。

　
認
知
症
を
正
し
く
知
っ
て

　
い
た
だ
く
た
め
に
、
認
知

　
症
に
関
す
る
話
や
情
報
提

　
供
等
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
で
お
困
り

　
の
方
に
対
し
て
、
介
護
保

　
険
の
説
明
や
申
請
手
続
き

　
の
支
援
等
、
関
係
機
関
に

　
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
認
知
症
の
方
や
介
護
を
し

　
て
い
る
方
、
地
域
の
方
ど

　
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
み
ん
な
で
お
茶
を
飲
ん
だ

　
り
、
お
話
し
し
た
り
し
て
、

　
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

　
せ
ん
か
。

◇
日
時
　

　
毎
月
第
２
金
曜
日

　
13
時
～
15
時

◇
会
場
　

　
情
報
セ
ン
タ
ー
　
１
階

◇
参
加
費
　
無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
そ
の
他

　
町
の
保
健
室
は
健
康
を

　
テ
ー
マ
に
地
域
の
人
々
が

　
つ
な
が
り
、
町
を
元
気
に

　
す
る
国
保
診
療
所
の
保
健

　
活
動
で
す
。

　
毎
週
金
曜
日
10
時
～
15
時

　
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階
で
さ

　
ま

ざ

ま

な

イ

ベ

ン

ト

、

　
ち
ょ
っ
と
し
た
相
談
や
交

　
流
が
で
き
る
場
を
提
供
し

　
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
毎
月
発
行
し
て

　
い
る
診
療
所
つ
う
し
ん
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
健
康
長
寿
課

　
☎
内
線
２
３
３

・
真
鶴
町
国
保
診
療
所
　
　

　
☎
68
・
２
１
９
１

財務課☎内線３５２

町ホームページ
はこちら

■チケット利用可能施設　【真鶴】中川一政美術館・遠藤貝類博物館・お林展望公園パークゴルフ場

【小田原】小田原城天守閣・常盤木門SAMURAI館・小田原城歴史見聞館(NINJA館)・御幸の浜

プール・小田原市総合文化体育館・小田原アリーナ（サブアリーナ）・尊徳記念館・小田原文学館・い

こいの森（バードゴルフ）・小田原フラワーガーデン（トロピカルドーム温室）　【南足柄】足柄森林公

園丸太の森・郷土資料館・体育センター温水プール・広町パークゴルフ場・大口河川敷パークゴル

フ場　【中井】中井中央公園パークゴルフ場　【大井】大井町総合体育館　【松田】寄七つ星ドッグラ

ン・寄うみかぜFarmer's Park・健康福祉センター健楽の湯・松田町生涯学習センターボルダリン

グ　【山北】健康福祉センター さくらの湯・パークゴルフ場　【開成】開成水辺スポーツ公園パークゴ

ルフ場　【箱根】箱根町立郷土資料館・箱根関所・箱根町立森のふれあい館・箱根ジオミュージアム・

箱根湿生花園　【湯河原】湯河原海浜公園プール・町立湯河原美術館

連

　載

無料チケット対象施設≪７月21日(日)～８月31日(土)≫

■チケット利用可能施設　【真鶴】中川一政美術館・遠藤貝類博物館・お林展望公園パークゴルフ場

【小田原】小田原城天守閣・常盤木門SAMURAI館・小田原城歴史見聞館(NINJA館)・御幸の浜

プール・小田原市総合文化体育館・小田原アリーナ（サブアリーナ）・尊徳記念館・小田原文学館・い

こいの森（バードゴルフ）・小田原フラワーガーデン（トロピカルドーム温室）　【南足柄】足柄森林公

園丸太の森・郷土資料館・体育センター温水プール・広町パークゴルフ場・大口河川敷パークゴル

フ場　【中井】中井中央公園パークゴルフ場　【大井】大井町総合体育館　【松田】寄七つ星ドッグラ

ン・寄うみかぜFarmer's Park・健康福祉センター健楽の湯・松田町生涯学習センターボルダリン

グ　【山北】健康福祉センター さくらの湯・パークゴルフ場　【開成】開成水辺スポーツ公園パークゴ

ルフ場　【箱根】箱根町立郷土資料館・箱根関所・箱根町立森のふれあい館・箱根ジオミュージアム・

箱根湿生花園　【湯河原】湯河原海浜公園プール・町立湯河原美術館

◎ルールを守って楽しい花火 花火は迷惑にならない場所と時間を守り、後始末もしっかりしましょう。
　

・花火に書いてある遊び方をよく読んで必ず守りましょう。
・大人と一緒に遊びましょう。
・花火を人や家に向けたり、燃えやすいものがある場所ではやめましょう。
・風の強いときはやめましょう。
・正しい位置に正しい方法で点火しましょう。
・水の入ったバケツを用意しましょう。
・たくさんの花火に一度に火をつけないようにしましょう。
・途中で火が消えても筒をのぞいてはいけません。
・花火をほぐしてはいけません。                    

町有地の琴ケ浜駐車場と琴ケ浜
研修センターを有効活用し、周辺
地域をより魅力化するため、琴ケ
浜町有地活用事業公募型提案募
集を実施しました。
今後の進捗状況等は町ホーム
ページでご確認ください。

琴ケ浜町有地活用事業について

湯河原町消防本部　警防課　☎60-0177

施設名 時間
チケット有効
期間中の休み

通常料金
所在地／電話

市外局番(0465)
備考

寄七つ星ドッグラン 9：00～17：00 火曜日
大人（18歳以上）330円
小人（3歳～17歳）220円

寄5605
☎89-3113

入園料のみ無料。犬はチケット対象外の
ため有料（１頭440円）。

寄うみかぜFarmer's
Park

9：00～17：00
月曜日
火曜日
水曜日

シャワールーム 300円
寄3057
☎090-2202-9323

・近くの川で遊んだ後などにご利用くだ
さい。
・休憩室やトイレもご利用いただけます。

健康福祉センター
健楽の湯

10：00～16：50

（入館は16：00まで）

（水曜日は11：00～）

月・火曜日
（祝日の場合は営業）

12歳以上500円
12歳未満100円
町内在住65歳以上200円

松田惣領17-2
☎84-1196

・12歳未満は保護者同伴
・3歳未満は無料

松田町生涯学習センター
ボルダリング

9:00～20:00 月曜日

町内 大人 1,100円
        中学生以下 550円
町外 大人 2,200円
        中学生以下 1,100円

松田惣領2078
☎83-7021

大ホールの利用状況により使用できない
場合があります。
利用時間は生涯学習センターの開館時間
に準じます。
1時間のみ有効（要予約）

健康福祉センター
さくらの湯

11：00～21：00
（最終入場20:30）

木曜日
（祝日の場合は翌日）

一般　500円
3歳～中学生　200円
（2時間利用可）

山北1971-2
☎75-0819

※運動浴室も利用できます。（利用時間
は、平日11：00～18：30、土・日・祝日
11：00～21：00）
※利用の際は水着、水泳キャップが必要
です。

パークゴルフ場
9：00～17：00
（受付16：00まで）

水曜日

一般　200円
中学生以下　100円
（1回18ホール）
用具レンタルは無料

山北3313-4
☎75-3789

※小学2年生以下は利用できません。
※小学生は、中学生以上の方の同伴が必
要です。

開
成
町

開成水辺スポーツ公園
パークゴルフ場

8:30～17:00
（受付15:30まで）

木曜日
一般110円～330円
中学生以下50円～150円（料金は

コース数によって異なります）

吉田島2710
☎83-1331

小学2年生以下は利用不可。小・中学生
は、高校生以上の人が同伴。

箱根町立郷土資料館 9:00～16:30 なし 一般300円　小・中学生150円

湯本266
☎0460-85-7601
（教育委員会生涯学習課

郷土資料館）

入館・入場は閉館時間の30分前まで。

箱根関所 9:00～17:00 なし
一般（中学生含む）500円
小学生250円

箱根1
☎0460-83-6635

入館・入場は閉館時間の30分前まで。

箱根町立森のふれあい館 9:00～17:00 なし
一般（中学生含む）650円
小学生400円

箱根381-4
☎0460-83-6006

入館・入場は閉館時間の30分前まで。

箱根ジオミュージアム 9:00～16:00 なし 100円
仙石原1251
☎0460-83-8140

箱根湿生花園 9:00～17:00 なし
一般（中学生含む）700円
小学生400円

仙石原817
☎0460-84-7293

入園・入場は閉園時間の30分前まで。

湯河原海浜公園プール 9:00～17：00 なし
大人15歳以上(中学生を除く)
500円
小人(小・中学生)　 　300円

門川11
☎63-0480

開場期間は７月13日（土）～８月31日
（土）
※小学生のみの場合は、16：00まで。
※８月３日（土）は花火大会のため、終了
時間を15:00まで。（花火大会延期の場
合は、８月６日（火）が15：00）

町立湯河原美術館
9:00～16:30
(入館16:00まで)

水曜日
7月23日(火)
8月27日(火)

大人600円、小・中学生300円
宮上623-1
☎63-7788

夏休み期間中、小・中学生は無料（チケッ
ト不要）。

箱
根
町

湯
河
原
町

松
田
町

山
北
町
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真
鶴
町
民
文
化
祭

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
の
指
定

管
理
者
を
募
集
中
で
す
！

ま
な
づ
る
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を

開
催
し
ま
す 

　
例
年
、
10
月
下
旬
か
ら
11

月
上
旬
に
開
催
し
て
い
る
町

民
文
化
祭
に
つ
い
て
、
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

◇
募
集
期
間

　
※

期
限
厳
守

　７
月
３
日
㈬
～
18
日
㈭

◇
応
募
資
格
　

　
真
鶴
町
を
中
心
に
活
動
し
、

　
令
和
６
年
度
真
鶴
町
民
文

　
化
祭
へ
新
規
に
展
示
ま
た

　
は
公
演
に
よ
る
参
加
を
希

　
望
す
る
、
真
鶴
町
文
化
団

　
体
連
盟
に
未
加
盟
の
団
体
。

※

個
人
で
の
応
募
は
、
８
月

　
13
日
以
降
に
配
付
さ
れ
る

　
自
治
会
回
覧
チ
ラ
シ
ま
た

　
は
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
受

　
付
に
配
架
さ
れ
る
募
集
要

　
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
方
法

　
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
窓
口

　
ま
た
は
電
話
に
て
、
参
加

　
団
体
名
、
代
表
者
の
住
所
、

　
氏
名
、
連
絡
先
お
よ
び
展

　
示
・
公
演
の
内
容
を
お
伝

　
え
く
だ
さ
い
。
な
お
、
参

　
加
負
担
金(

参
加
人
数×

　
１
０
０
円)

が
か
か
り
ま
す
。

◇
町
民
文
化
祭
運
営
委
員
会

　
次
の
日
程
で
運
営
委
員
会                  

　
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
文

　
化
祭
に
参
加
を
希
望
す
る

　
新
規
団
体
は
出
席
し
て
く

　
だ
さ
い
。
本
委
員
会
に
て

　
参
加
承
認
が
得
ら
れ
た
場

　
合
、
参
加
負
担
金
を
お
支

　
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　
７
月
19
日
㈮
18
時
30
分
～

　
町
民
セ
ン
タ
ー
　
３
階

　
講
義
室

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
６

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
真
鶴
は
、

10
月
１
日
か
ら
町
民
活
動
支

援
施
設
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

　
現
在
、
指
定
管
理
者
と
な

る
団
体
等
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
、
多
様
な
町
民
活
動

を
支
え
て
い
た
だ
く
皆
様
の

ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

◇
募
集
期
間

　
６
月
３
日
㈪
～
７
月
31
日
㈬

◇
選
考
方
法
　

　
８
月
中
旬
に
予
定
す
る
選

　
定
委
員
会
で
プ
レ
ゼ
ン

　
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い

　
た
だ
き
ま
す
。

◇
そ
の
他

　
募
集
要
項
、
業
務
仕
様
書

　
等
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
財
務
課
☎
内
線
３
５
１

　
「
町
の
保
健
室
の
日
」
に
、

ま
な
づ
る
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

を
開
催
し
ま
す
。

●
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は

　
専
門
職
（
地
域
包
括
支
援

　
セ
ン
タ
ー
職
員
等
）
が
い

　
る
の
で
、
心
配
な
こ
と
や

　
介
護
に
関
す
る
相
談
が
で

　
き
ま
す
。

　
認
知
症
を
正
し
く
知
っ
て

　
い
た
だ
く
た
め
に
、
認
知

　
症
に
関
す
る
話
や
情
報
提

　
供
等
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
で
お
困
り

　
の
方
に
対
し
て
、
介
護
保

　
険
の
説
明
や
申
請
手
続
き

　
の
支
援
等
、
関
係
機
関
に

　
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
認
知
症
の
方
や
介
護
を
し

　
て
い
る
方
、
地
域
の
方
ど

　
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
み
ん
な
で
お
茶
を
飲
ん
だ

　
り
、
お
話
し
し
た
り
し
て
、

　
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

　
せ
ん
か
。

◇
日
時
　

　
毎
月
第
２
金
曜
日

　
13
時
～
15
時

◇
会
場
　

　
情
報
セ
ン
タ
ー
　
１
階

◇
参
加
費
　
無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

◇
そ
の
他

　
町
の
保
健
室
は
健
康
を

　
テ
ー
マ
に
地
域
の
人
々
が

　
つ
な
が
り
、
町
を
元
気
に

　
す
る
国
保
診
療
所
の
保
健

　
活
動
で
す
。

　
毎
週
金
曜
日
10
時
～
15
時

　
情
報
セ
ン
タ
ー
１
階
で
さ

　
ま

ざ

ま

な

イ

ベ

ン

ト

、

　
ち
ょ
っ
と
し
た
相
談
や
交

　
流
が
で
き
る
場
を
提
供
し

　
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
毎
月
発
行
し
て

　
い
る
診
療
所
つ
う
し
ん
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
健
康
長
寿
課

　
☎
内
線
２
３
３

・
真
鶴
町
国
保
診
療
所
　
　

　
☎
68
・
２
１
９
１

財務課☎内線３５２

町ホームページ
はこちら

■チケット利用可能施設　【真鶴】中川一政美術館・遠藤貝類博物館・お林展望公園パークゴルフ場

【小田原】小田原城天守閣・常盤木門SAMURAI館・小田原城歴史見聞館(NINJA館)・御幸の浜

プール・小田原市総合文化体育館・小田原アリーナ（サブアリーナ）・尊徳記念館・小田原文学館・い

こいの森（バードゴルフ）・小田原フラワーガーデン（トロピカルドーム温室）　【南足柄】足柄森林公

園丸太の森・郷土資料館・体育センター温水プール・広町パークゴルフ場・大口河川敷パークゴル

フ場　【中井】中井中央公園パークゴルフ場　【大井】大井町総合体育館　【松田】寄七つ星ドッグラ

ン・寄うみかぜFarmer's Park・健康福祉センター健楽の湯・松田町生涯学習センターボルダリン

グ　【山北】健康福祉センター さくらの湯・パークゴルフ場　【開成】開成水辺スポーツ公園パークゴ

ルフ場　【箱根】箱根町立郷土資料館・箱根関所・箱根町立森のふれあい館・箱根ジオミュージアム・

箱根湿生花園　【湯河原】湯河原海浜公園プール・町立湯河原美術館

連

　載

無料チケット対象施設≪７月21日(日)～８月31日(土)≫

■チケット利用可能施設　【真鶴】中川一政美術館・遠藤貝類博物館・お林展望公園パークゴルフ場

【小田原】小田原城天守閣・常盤木門SAMURAI館・小田原城歴史見聞館(NINJA館)・御幸の浜

プール・小田原市総合文化体育館・小田原アリーナ（サブアリーナ）・尊徳記念館・小田原文学館・い

こいの森（バードゴルフ）・小田原フラワーガーデン（トロピカルドーム温室）　【南足柄】足柄森林公

園丸太の森・郷土資料館・体育センター温水プール・広町パークゴルフ場・大口河川敷パークゴル

フ場　【中井】中井中央公園パークゴルフ場　【大井】大井町総合体育館　【松田】寄七つ星ドッグラ

ン・寄うみかぜFarmer's Park・健康福祉センター健楽の湯・松田町生涯学習センターボルダリン

グ　【山北】健康福祉センター さくらの湯・パークゴルフ場　【開成】開成水辺スポーツ公園パークゴ

ルフ場　【箱根】箱根町立郷土資料館・箱根関所・箱根町立森のふれあい館・箱根ジオミュージアム・

箱根湿生花園　【湯河原】湯河原海浜公園プール・町立湯河原美術館

◎ルールを守って楽しい花火 花火は迷惑にならない場所と時間を守り、後始末もしっかりしましょう。
　

・花火に書いてある遊び方をよく読んで必ず守りましょう。
・大人と一緒に遊びましょう。
・花火を人や家に向けたり、燃えやすいものがある場所ではやめましょう。
・風の強いときはやめましょう。
・正しい位置に正しい方法で点火しましょう。
・水の入ったバケツを用意しましょう。
・たくさんの花火に一度に火をつけないようにしましょう。
・途中で火が消えても筒をのぞいてはいけません。
・花火をほぐしてはいけません。                    

町有地の琴ケ浜駐車場と琴ケ浜
研修センターを有効活用し、周辺
地域をより魅力化するため、琴ケ
浜町有地活用事業公募型提案募
集を実施しました。
今後の進捗状況等は町ホーム
ページでご確認ください。

琴ケ浜町有地活用事業について

湯河原町消防本部　警防課　☎60-0177

施設名 時間
チケット有効
期間中の休み

通常料金
所在地／電話

市外局番(0465)
備考

寄七つ星ドッグラン 9：00～17：00 火曜日
大人（18歳以上）330円
小人（3歳～17歳）220円

寄5605
☎89-3113

入園料のみ無料。犬はチケット対象外の
ため有料（１頭440円）。

寄うみかぜFarmer's
Park

9：00～17：00
月曜日
火曜日
水曜日

シャワールーム 300円
寄3057
☎090-2202-9323

・近くの川で遊んだ後などにご利用くだ
さい。
・休憩室やトイレもご利用いただけます。

健康福祉センター
健楽の湯

10：00～16：50

（入館は16：00まで）

（水曜日は11：00～）

月・火曜日
（祝日の場合は営業）

12歳以上500円
12歳未満100円
町内在住65歳以上200円

松田惣領17-2
☎84-1196

・12歳未満は保護者同伴
・3歳未満は無料

松田町生涯学習センター
ボルダリング

9:00～20:00 月曜日

町内 大人 1,100円
        中学生以下 550円
町外 大人 2,200円
        中学生以下 1,100円

松田惣領2078
☎83-7021

大ホールの利用状況により使用できない
場合があります。
利用時間は生涯学習センターの開館時間
に準じます。
1時間のみ有効（要予約）

健康福祉センター
さくらの湯

11：00～21：00
（最終入場20:30）

木曜日
（祝日の場合は翌日）

一般　500円
3歳～中学生　200円
（2時間利用可）

山北1971-2
☎75-0819

※運動浴室も利用できます。（利用時間
は、平日11：00～18：30、土・日・祝日
11：00～21：00）
※利用の際は水着、水泳キャップが必要
です。

パークゴルフ場
9：00～17：00
（受付16：00まで）

水曜日

一般　200円
中学生以下　100円
（1回18ホール）
用具レンタルは無料

山北3313-4
☎75-3789

※小学2年生以下は利用できません。
※小学生は、中学生以上の方の同伴が必
要です。

開
成
町

開成水辺スポーツ公園
パークゴルフ場

8:30～17:00
（受付15:30まで）

木曜日
一般110円～330円
中学生以下50円～150円（料金は

コース数によって異なります）

吉田島2710
☎83-1331

小学2年生以下は利用不可。小・中学生
は、高校生以上の人が同伴。

箱根町立郷土資料館 9:00～16:30 なし 一般300円　小・中学生150円

湯本266
☎0460-85-7601
（教育委員会生涯学習課

郷土資料館）

入館・入場は閉館時間の30分前まで。

箱根関所 9:00～17:00 なし
一般（中学生含む）500円
小学生250円

箱根1
☎0460-83-6635

入館・入場は閉館時間の30分前まで。

箱根町立森のふれあい館 9:00～17:00 なし
一般（中学生含む）650円
小学生400円

箱根381-4
☎0460-83-6006

入館・入場は閉館時間の30分前まで。

箱根ジオミュージアム 9:00～16:00 なし 100円
仙石原1251
☎0460-83-8140

箱根湿生花園 9:00～17:00 なし
一般（中学生含む）700円
小学生400円

仙石原817
☎0460-84-7293

入園・入場は閉園時間の30分前まで。

湯河原海浜公園プール 9:00～17：00 なし
大人15歳以上(中学生を除く)
500円
小人(小・中学生)　 　300円

門川11
☎63-0480

開場期間は７月13日（土）～８月31日
（土）
※小学生のみの場合は、16：00まで。
※８月３日（土）は花火大会のため、終了
時間を15:00まで。（花火大会延期の場
合は、８月６日（火）が15：00）

町立湯河原美術館
9:00～16:30
(入館16:00まで)

水曜日
7月23日(火)
8月27日(火)

大人600円、小・中学生300円
宮上623-1
☎63-7788

夏休み期間中、小・中学生は無料（チケッ
ト不要）。

箱
根
町

湯
河
原
町

松
田
町

山
北
町
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「
真
鶴
町
一
貫
教
育
推
進

研
修
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

真
鶴
町
学
校
建
設
準
備

委
員
会
開
催
の
お
知
ら
せ

環
境
教
室
「海
岸
の
砂
か
ら

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

探
そ
う
！
」

あ
な
た
も
会
議
上
手
に
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修

の
ご
案
内

　
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ま
な
っ

こ
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
就
学
前

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
お

た
ん
じ
ょ
う
び
か
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
お
祝

い
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
７
月
31
日
㈬

　
10
時
～
11
時

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
２
階  

第
３
会
議
室

◇
内
容
　
手
遊
び
、
エ
プ
ロ

　
ン
シ
ア
タ
ー
等

◇
参
加
方
法
　
事
前
申
込
制

◇
手
形
足
形
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
対
象
は
、
就
学
前
６
月
、

　
７
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
１

　
新
し
い
学
校
を
設
立
す
る

に
あ
た
り
、
一
貫
教
育
校
の

知
見
を
も
つ
学
識
経
験
者
を

お
招
き
し
、
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◇
日
時
　
７
月
25
日
㈭

　
９
時
30
分
～
正
午

◇
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
　
講
義
室

◇
講
師
　

　
東
洋
大
学
名
誉
教
授

　
長
澤 

悟 

氏

◇
テ
ー
マ

「
真
鶴
の
未
来
を
拓
く
学
校

　
づ
く
り
」

※

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
７
月
16
日
㈫
ま
で
に
教
育

　
課
教
育
総
務
係
へ
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

　◇
日
時
　
７
月
16
日
㈫

　
13
時
40
分
～

◇
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
２
階
　
第
２
会
議
室

※

傍
聴
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
前
日
ま
で
に
教
育
課
教
育

　
総
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

　
会
議
上
手
に
な
ろ
う
！
活

発
な
会
議
の
作
り
方
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

　
地
域
や
職
場
で
の
話
し
合

い
・
会
議
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど
で
「
発
言
が
出
な
く
て

困
っ
て
い
る
」
、
「
ど
う

や
っ
た
ら
活
発
で
ス
ム
ー
ズ

な
会
議
に
な
る
か
」
と
お
悩

み
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
日
本
各
地
で
会
議
の
進
行

役
を
担
う
講
師
が
、
誰
で
も

簡
単
に
で
き
る
会
議
の
進
行

上
の
コ
ツ
や
、
発
言
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
体
験
を

交
え
な
が
ら
お
伝
え
し
ま
す
。

◇
日
時

　７
月
16
日
㈫

　
17
時
30
分
～
19
時

◇
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー
　

　
３
階
　
講
義
室

◇
講
師
　

　
青
木
将
幸
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

　
タ
ー
事
務
所
　

　
青
木 

将
幸 

氏

◇
対
象
者

　
町
内
在
住
・
在
勤

◇
参
加
費　

無
料

◇
持
ち
物　

筆
記
用
具

◇
申
込
方
法　

予
約
制

　
７
月
12
日
㈮
正
午
ま
で
に

　
町
長
室
に
電
話
に
て
予
約

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
町
長
室
☎
内
線
３
１
１

　　
海
岸
の
砂
か
ら
実
際
に
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
見
つ
け

て
、
今
海
で
何
が
起
き
て
い

る
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

本
講
座
は
、
プ
ラ
ご
み
削

　
減
を
目
的
と
し
た
県
西
地

　
域
２
市
８
町
の
共
同
事
業

　
で
す
。

◇
対
象

　

　
県
西
地
域
在
住
の

　
小
学
３
～
６
年
生

◇
定
員
　
各
日
20
組

（
参
加
者
１
名
に
つ
き
保
護
者

　
は
原
則
１
名
ま
で
同
伴
可
）

◇
申
込
方
法

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

　
り
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

　
申
し
込
み(※

多
数
抽
選)

●
第
１
回

・
日
時
　
７
月
30
日
㈫

　
10
時
～
12
時

（
申
込
締
切
：
７
月
19
日
㈮
）

・
会
場
　

　
酒
匂
川
河
口
海
岸

（
集
合
場
所
：
小
田
原
市
立

　
白
鷗
中
学
校
）

※

雨
天
時
会
場
変
更
あ
り

・
講
師
　
小
田
原
市
環
境
部

・
持
ち
物
　
筆
記
用
具

●
第
２
回

・
日
時
　
８
月
21
日
㈬

①
10
時
30
分
～
12
時

②
13
時
30
分
～
15
時

（
申
込
締
切
：
８
月
７
日
㈬
）

・
会
場
お
よ
び
集
合
場
所

　
道
の
駅 

足
柄
・
金
太
郎
の

　
ふ
る
さ
と
交
流
施
設

・
講
師
　

　
神
奈
川
県
環
境
科
学
セ
ン

　
タ
ー

・
持
ち
物
　
筆
記
用
具

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
４
３

第２回南足柄会場

第１回小田原会場

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年７月号 広報真鶴　2024年７月号

連

　載

熱
中
症
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険

税
・介
護
保
険
料
・後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
本
算
定

　
暑
い
日
が
続
き
、
熱
中
症

が
心
配
な
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　
熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿

な
時
に
体
内
の
水
分
や
塩
分

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温

調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な

く
な
り
、
体
内
に
熱
が
た
ま

り
、
大
量
の
発
汗
、
頭
痛
、

体
の
だ
る
さ
、
吐
き
気
な
ど

の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
重
症

に
な
る
と
意
識
障
害
な
ど
が

起
こ
り
ま
す
。
高
齢
者
や
身

体
の
不
自
由
な
方
、
乳
幼
児

は
体
温
調
節
が
う
ま
く
い
か

ず
体
力
も
低
下
し
や
す
い
の

で
、
周
囲
が
協
力
し
て
注
意

深
く
見
守
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
感
染
予
防
の
た
め

に
、
マ
ス
ク
を
着
け
て
い
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
マ

ス
ク
を
着
け
て
い
る
と
体
内

に
熱
が
こ
も
り
や
す
く
、
喉

の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
り

ま
す
の
で
、
水
分
補
給
を
こ

ま
め
に
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◇
予
防
方
法

①
水
分
と
塩
分
補
給

　
高
齢
者
は
の
ど
の
渇
き
を

　
感
じ
に
く
い
傾
向
が
あ
り

　
ま
す
。
の
ど
が
渇
く
前
に

　
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し

　
ま
し
ょ
う
。
大
量
の
汗
を

　
か
い
た
時
や
食
欲
が
な
い

　
時
は
、
水
分
と
一
緒
に
塩

　
分
も
忘
れ
ず
に
補
給
を
！

（
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
、
梅
干
し
、

　
ス
ー
プ
な
ど
）

②
上
手
に
室
内
温
度
の
調
節
を

　
す
だ
れ
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
、

　
扇
風
機
の
利
用
な
ど
省
エ

　
ネ
に
配
慮
し
つ
つ
、
無
理

　
に
我
慢
せ
ず
、
暑
い
日
に

　
は
エ
ア
コ
ン
を
使
い
、
室

　
温
が
上
が
り
す
ぎ
な
い
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
体
調
に
あ
わ
せ
て

　
エ
ア
コ
ン
が
苦
手
な
方
は
、

　
保
冷
剤
や
氷
、
冷
た
い
タ

　
オ
ル
な
ど
で
体
を
冷
や
す

　
と
効
果
的
で
す
。

④
外
出
時
は
直
射
日
光
に
注
意

　
日
傘
や
帽
子
を
使
い
、
日

　
陰
で
こ
ま
め
な
休
息
を
取

　
り
ま
し
ょ
う
。

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
高
温
に

　
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

　
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
赤
ち
ゃ

　
ん
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
６

　　
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
本
算
定
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　　
国
民
健
康
保
険
は
、
世
帯

主
あ
て
に
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。
世
帯
主
自
身
が
国
保

加
入
者
で
な
く
て
も
、
世
帯

内
に
国
保
加
入
者
が
い
る
場

合
に
は
世
帯
主
が
納
税
義
務

者
と
な
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
は
、
加
入
者
本
人

に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
　

■
普
通
徴
収(

納
付
書
払
い)

　
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

　
の
納
付
書
が
送
ら
れ
ま
す

　
の
で
、
各
金
融
機
関
、
コ

　
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

　
ま
た
は
役
場
の
窓
口
で
お

　
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※

納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
、

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　
で
は
お
支
払
い
で
き
ま
せ

　
ん
。

■
普
通
徴
収(

口
座
振
替)

　
口
座
振
替
日
に
納
付
額
を

　
引
き
落
と
し
ま
す
。

■
特
別
徴
収(

年
金
天
引
き)

　
年
金
支
給
月
に
徴
収
額
を

　
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

◇
そ
の
他

　
口
座
振
替
日
と
引
落
日
は
、

　
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま

　
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
が
変
更
に
な
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
通
知
書
は
必
ず
開
封
し
て

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高

　
齢
者
医
療
保
険
に
つ
い
て

　
健
康
長
寿
課

　
☎
内
線
２
２
５

・
介
護
保
険
に
つ
い
て

　
健
康
長
寿
課

　
☎
内
線
２
２
１
・
２
２
２

　
日
本
年
金
機
構
の
全
国
の

年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ

い
て
、
「
事
前
予
約
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
待
た
せ

時
間
の
少
な
い
予
約
相
談
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
希
望
日
の
１
か
月
前

　
か
ら
前
日
ま
で
受
付
し
て

　
い
ま
す
。

◆
お
申
込
み
の
際
は
、
基
礎

　
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な

　
ど
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
ご
予
約
は
、
全
国
共
通
の

　
予
約
専
用
受
付
電
話

　
☎
０
５
７
０
・
05
・
４
８
９
０

　
ま
た
は
、
お
近
く
の
年
金

　
事
務
所
に
お
申
込
み
く
だ

　
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
税
務
町
民
課
　

　
☎
内
線
２
４
２
・
２
４
４

・
小
田
原
年
金
事
務
所
　

　
☎
22
・
１
３
９
１

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

　
☎
０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

年
金
相
談
・お
手
続
き
の

際
は
ご
予
約
を
！

国 民
年 金

ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
　

お
た
ん
じ
ょ
う
び
か
い 
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連

　載

「
真
鶴
町
一
貫
教
育
推
進

研
修
会
」
開
催
の
お
知
ら
せ

真
鶴
町
学
校
建
設
準
備

委
員
会
開
催
の
お
知
ら
せ

環
境
教
室
「海
岸
の
砂
か
ら

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

探
そ
う
！
」

あ
な
た
も
会
議
上
手
に
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修

の
ご
案
内

　
子
育
て
サ
ロ
ン
「
ま
な
っ

こ
ひ
ろ
ば
」
で
は
、
就
学
前

の
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
お

た
ん
じ
ょ
う
び
か
い
」
を
開

催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
お
祝

い
し
ま
し
ょ
う
。

◇
日
時
　
７
月
31
日
㈬

　
10
時
～
11
時

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
２
階  

第
３
会
議
室

◇
内
容
　
手
遊
び
、
エ
プ
ロ

　
ン
シ
ア
タ
ー
等

◇
参
加
方
法
　
事
前
申
込
制

◇
手
形
足
形
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
対
象
は
、
就
学
前
６
月
、

　
７
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
１

　
新
し
い
学
校
を
設
立
す
る

に
あ
た
り
、
一
貫
教
育
校
の

知
見
を
も
つ
学
識
経
験
者
を

お
招
き
し
、
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◇
日
時
　
７
月
25
日
㈭

　
９
時
30
分
～
正
午

◇
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
３
階
　
講
義
室

◇
講
師
　

　
東
洋
大
学
名
誉
教
授

　
長
澤 

悟 

氏

◇
テ
ー
マ

「
真
鶴
の
未
来
を
拓
く
学
校

　
づ
く
り
」

※

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
７
月
16
日
㈫
ま
で
に
教
育

　
課
教
育
総
務
係
へ
ご
連
絡

　
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

　◇
日
時
　
７
月
16
日
㈫

　
13
時
40
分
～

◇
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
２
階
　
第
２
会
議
室

※

傍
聴
希
望
さ
れ
る
方
は
、

　
前
日
ま
で
に
教
育
課
教
育

　
総
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
教
育
課
☎
内
線
４
３
４

　
会
議
上
手
に
な
ろ
う
！
活

発
な
会
議
の
作
り
方
を
学
ん

で
み
ま
せ
ん
か
？

　
地
域
や
職
場
で
の
話
し
合

い
・
会
議
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

な
ど
で
「
発
言
が
出
な
く
て

困
っ
て
い
る
」
、
「
ど
う

や
っ
た
ら
活
発
で
ス
ム
ー
ズ

な
会
議
に
な
る
か
」
と
お
悩

み
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
？

　
日
本
各
地
で
会
議
の
進
行

役
を
担
う
講
師
が
、
誰
で
も

簡
単
に
で
き
る
会
議
の
進
行

上
の
コ
ツ
や
、
発
言
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
体
験
を

交
え
な
が
ら
お
伝
え
し
ま
す
。

◇
日
時

　７
月
16
日
㈫

　
17
時
30
分
～
19
時

◇
場
所
　
町
民
セ
ン
タ
ー
　

　
３
階
　
講
義
室

◇
講
師
　

　
青
木
将
幸
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

　
タ
ー
事
務
所
　

　
青
木 

将
幸 

氏

◇
対
象
者

　
町
内
在
住
・
在
勤

◇
参
加
費　

無
料

◇
持
ち
物　

筆
記
用
具

◇
申
込
方
法　

予
約
制

　
７
月
12
日
㈮
正
午
ま
で
に

　
町
長
室
に
電
話
に
て
予
約

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
町
長
室
☎
内
線
３
１
１

　　
海
岸
の
砂
か
ら
実
際
に
海

洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
見
つ
け

て
、
今
海
で
何
が
起
き
て
い

る
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

本
講
座
は
、
プ
ラ
ご
み
削

　
減
を
目
的
と
し
た
県
西
地

　
域
２
市
８
町
の
共
同
事
業

　
で
す
。

◇
対
象

　

　
県
西
地
域
在
住
の

　
小
学
３
～
６
年
生

◇
定
員
　
各
日
20
組

（
参
加
者
１
名
に
つ
き
保
護
者

　
は
原
則
１
名
ま
で
同
伴
可
）

◇
申
込
方
法

　
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取

　
り
、
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

　
申
し
込
み(※

多
数
抽
選)

●
第
１
回

・
日
時
　
７
月
30
日
㈫

　
10
時
～
12
時

（
申
込
締
切
：
７
月
19
日
㈮
）

・
会
場
　

　
酒
匂
川
河
口
海
岸

（
集
合
場
所
：
小
田
原
市
立

　
白
鷗
中
学
校
）

※

雨
天
時
会
場
変
更
あ
り

・
講
師
　
小
田
原
市
環
境
部

・
持
ち
物
　
筆
記
用
具

●
第
２
回

・
日
時
　
８
月
21
日
㈬

①
10
時
30
分
～
12
時

②
13
時
30
分
～
15
時

（
申
込
締
切
：
８
月
７
日
㈬
）

・
会
場
お
よ
び
集
合
場
所

　
道
の
駅 

足
柄
・
金
太
郎
の

　
ふ
る
さ
と
交
流
施
設

・
講
師
　

　
神
奈
川
県
環
境
科
学
セ
ン

　
タ
ー

・
持
ち
物
　
筆
記
用
具

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
町
民
課
☎
内
線
２
４
３

第２回南足柄会場

第１回小田原会場

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年７月号 広報真鶴　2024年７月号

連

　載

熱
中
症
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

令
和
６
年
度
国
民
健
康
保
険

税
・介
護
保
険
料
・後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
の
本
算
定

　
暑
い
日
が
続
き
、
熱
中
症

が
心
配
な
季
節
と
な
り
ま
し

た
。

　
熱
中
症
と
は
、
高
温
多
湿

な
時
に
体
内
の
水
分
や
塩
分

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温

調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な

く
な
り
、
体
内
に
熱
が
た
ま

り
、
大
量
の
発
汗
、
頭
痛
、

体
の
だ
る
さ
、
吐
き
気
な
ど

の
症
状
が
あ
ら
わ
れ
、
重
症

に
な
る
と
意
識
障
害
な
ど
が

起
こ
り
ま
す
。
高
齢
者
や
身

体
の
不
自
由
な
方
、
乳
幼
児

は
体
温
調
節
が
う
ま
く
い
か

ず
体
力
も
低
下
し
や
す
い
の

で
、
周
囲
が
協
力
し
て
注
意

深
く
見
守
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
感
染
予
防
の
た
め

に
、
マ
ス
ク
を
着
け
て
い
る

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
マ

ス
ク
を
着
け
て
い
る
と
体
内

に
熱
が
こ
も
り
や
す
く
、
喉

の
渇
き
を
感
じ
に
く
く
な
り

ま
す
の
で
、
水
分
補
給
を
こ

ま
め
に
行
う
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

◇
予
防
方
法

①
水
分
と
塩
分
補
給

　
高
齢
者
は
の
ど
の
渇
き
を

　
感
じ
に
く
い
傾
向
が
あ
り

　
ま
す
。
の
ど
が
渇
く
前
に

　
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し

　
ま
し
ょ
う
。
大
量
の
汗
を

　
か
い
た
時
や
食
欲
が
な
い

　
時
は
、
水
分
と
一
緒
に
塩

　
分
も
忘
れ
ず
に
補
給
を
！

（
ス
ポ
ー
ツ
飲
料
、
梅
干
し
、

　
ス
ー
プ
な
ど
）

②
上
手
に
室
内
温
度
の
調
節
を

　
す
だ
れ
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
、

　
扇
風
機
の
利
用
な
ど
省
エ

　
ネ
に
配
慮
し
つ
つ
、
無
理

　
に
我
慢
せ
ず
、
暑
い
日
に

　
は
エ
ア
コ
ン
を
使
い
、
室

　
温
が
上
が
り
す
ぎ
な
い
よ

　
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
体
調
に
あ
わ
せ
て

　
エ
ア
コ
ン
が
苦
手
な
方
は
、

　
保
冷
剤
や
氷
、
冷
た
い
タ

　
オ
ル
な
ど
で
体
を
冷
や
す

　
と
効
果
的
で
す
。

④
外
出
時
は
直
射
日
光
に
注
意

　
日
傘
や
帽
子
を
使
い
、
日

　
陰
で
こ
ま
め
な
休
息
を
取

　
り
ま
し
ょ
う
。

　
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
高
温
に

　
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
小
さ
な
お
子
さ
ん

　
や
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
赤
ち
ゃ

　
ん
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
６

　　
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
本
算
定
通
知
書
を

７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　　
国
民
健
康
保
険
は
、
世
帯

主
あ
て
に
通
知
書
を
送
付
し

ま
す
。
世
帯
主
自
身
が
国
保

加
入
者
で
な
く
て
も
、
世
帯

内
に
国
保
加
入
者
が
い
る
場

合
に
は
世
帯
主
が
納
税
義
務

者
と
な
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
は
、
加
入
者
本
人

に
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

　
　

■
普
通
徴
収(

納
付
書
払
い)

　
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

　
の
納
付
書
が
送
ら
れ
ま
す

　
の
で
、
各
金
融
機
関
、
コ

　
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

　
ま
た
は
役
場
の
窓
口
で
お

　
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※

納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
、

　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　
で
は
お
支
払
い
で
き
ま
せ

　
ん
。

■
普
通
徴
収(

口
座
振
替)

　
口
座
振
替
日
に
納
付
額
を

　
引
き
落
と
し
ま
す
。

■
特
別
徴
収(

年
金
天
引
き)

　
年
金
支
給
月
に
徴
収
額
を

　
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

◇
そ
の
他

　
口
座
振
替
日
と
引
落
日
は
、

　
通
知
書
に
記
載
し
て
い
ま

　
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
付
方
法
が
変
更
に
な
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

　
通
知
書
は
必
ず
開
封
し
て

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高

　
齢
者
医
療
保
険
に
つ
い
て

　
健
康
長
寿
課

　
☎
内
線
２
２
５

・
介
護
保
険
に
つ
い
て

　
健
康
長
寿
課

　
☎
内
線
２
２
１
・
２
２
２

　
日
本
年
金
機
構
の
全
国
の

年
金
事
務
所
で
は
、
年
金
相

談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ

い
て
、
「
事
前
予
約
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
待
た
せ

時
間
の
少
な
い
予
約
相
談
を

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
相
談
希
望
日
の
１
か
月
前

　
か
ら
前
日
ま
で
受
付
し
て

　
い
ま
す
。

◆
お
申
込
み
の
際
は
、
基
礎

　
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な

　
ど
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　
ご
予
約
は
、
全
国
共
通
の

　
予
約
専
用
受
付
電
話

　
☎
０
５
７
０
・
05
・
４
８
９
０

　
ま
た
は
、
お
近
く
の
年
金

　
事
務
所
に
お
申
込
み
く
だ

　
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

・
税
務
町
民
課
　

　
☎
内
線
２
４
２
・
２
４
４

・
小
田
原
年
金
事
務
所
　

　
☎
22
・
１
３
９
１

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
　

　
☎
０
５
７
０
・
05
・
１
１
６
５

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

年
金
相
談
・お
手
続
き
の

際
は
ご
予
約
を
！

国 民
年 金

ま
な
っ
こ
ひ
ろ
ば
　

お
た
ん
じ
ょ
う
び
か
い 
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ 

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

の
相
談
と
検
査

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会

地
域
課
題
解
決
推
進
事
業

補
助
金
二
次
募
集
！

●
被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新

　お
よ
び
紙
の
被
保
険
者
証

　の
廃
止
に
つ
い
て

　８
月
１
日
か
ら
保
険
証
が

　
新
し
く
な
り
ま
す
。
現
在

　
お
使
い
の
保
険
証
（
だ
い

　
だ
い
色
）
の
有
効
期
限
は

　
７
月
31
日
で
す
。

　
７
月
中
に
新
し
い
保
険
証

（
水
色
）
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
行
の
保
険
証
は
、

　
２
０
２
４
年
12
月
２
日
で

　
廃
止
さ
れ
、
以
降
の
交
付

（
紛
失
に
よ
る
再
交
付
を
含

　
む
）
は
で
き
な
く
な
り
ま

　
す
。
た
だ
し
、
経
過
措
置

　
と
し
て
、
２
０
２
４
年
12

　
月
１
日
ま
で
に
交
付
さ
れ

　
た
保
険
証
は
、
住
所
や
負

　
担
割
合
等
に
変
更
が
無
い

　
限
り
、
有
効
期
限
（
２
０

　
２
５
年
７
月
31
日
）
ま
で

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
お
使
い

　
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
証
廃
止
以
降

　
に
お
い
て
、
当
面
の
間
、

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録
さ

　
れ
て
い
な
い
方
等
に
は
申

　
請
に
よ
ら
ず
資
格
確
認
書

　(※
)

を
交
付
し
ま
す
。

　
紛
失
や
破
損
を
し
た
場
合

　
は
、
保
険
証
の
廃
止
前
後

　
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
請
が

　
必
要
で
す
。
市
町
村
の
窓

　
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※

「
資
格
確
認
書
」
を
医
療

　
機
関
等
の
窓
口
で
提
示
し
、

　
資
格
確
認
を
行
う
こ
と
で
、

　
引
き
続
き
一
定
の
窓
口
負

　
担
で
医
療
を
受
け
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

●
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　減
額
認
定
証
お
よ
び
限
度

　額
適
用
認
定
証
の
年
次
更

　新
に
つ
い
て

　
８
月
１
日
か
ら
限
度
額
適

　
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

　
定
証
お
よ
び
限
度
額
適
用

　
認
定
証
（
以
下
、
「
減
額

　
認
定
証
等
」
と
い
い
ま

　
す
。
）
が
新
し
く
な
り
ま

　
す
。
現
在
お
使
い
の
減
額

　
認
定
証
等
の
有
効
期
限
は

　
７
月
31
日
で
す
。

　
７
月
中
に
新
し
い
減
額
認

　
定
証
等
を
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
５

　
公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
田
原
西
地
区
に
よ
る

無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
専
門
の
相
談
員
が
無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時

　

　
７
月
27
日
㈯

　
13
時
～
15
時

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー 

　
２
階
　
第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容

  

成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言
等

◇
費
用
　
無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

※

開
催
状
況
に
つ
い
て
は
、

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
５

　
能
登
半
島
地
震
へ
の
義
援

金
を
贈
る
た
め
、
５
月
21
日
、

町
議
会
田
中
議
長
、
海
野
副

議
長
が
石
川
県
東
京
事
務
所

を
訪
問
し
、
中
谷 

安
孝
所
長

に
真
鶴
町
議
会
か
ら
の
義
援

金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　議
会
事
務
局
☎
内
線
３
６
３

　町
内
に
在
住
す
る
農
業
者

の
方
が
防
護
柵
な
ど
の
鳥
獣

被
害
防
除
物
品
を
購
入
す
る

こ
と
に
対
し
て
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

◇
交
付
対
象
者
　

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

　
る
者

①
町
内
に
在
住
す
る
者

②
町
内
の
経
営
耕
地
面
積
が

　
10a
以
上
の
農
業
を
営
む
者

　
ま
た
は
町
内
に
お
け
る
農

　
産
物
販
売
額
が
年
間
15
万

　
円
以
上
で
あ
る
者

③
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
者

◇
補
助
対
象
品
目

・
防
護
柵

（
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
、                  

　
金
網
等)

・
電
気
柵

・
防
鳥
ネ
ッ
ト

・
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

・
そ
の
他
町
長
が
特
に
必
要

　
と
認
め
た
も
の

◇
補
助
額

　
補
助
金
の
額
は
補
助
対
象

　
品
目
の
購
入
経
費
の
２
分

　
の
１
以
内
と
し
、
２
万
５

　
０
０
０
円
を
限
度
額
と
し

　
ま
す
。

◇
申
し
込
み

　
補
助
金
の
交
付
を
希
望
す

　
る
方
は
物
品
の
購
入
前
に

　
申
請
を
す
る
こ
と
が
必
要

　
で
す
。
購
入
ま
で
に
余
裕

　
を
も
っ
て
申
請
を
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
等
必
要
な
書
類
に

　
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
課

　
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
☎
内
線
３
３
２

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
特
集

～
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て

２
０
２
４
シ
ー
ズ
ン
応
援
中
～

 

真
鶴
町
が
抱
え
る
「
子
育

て
」
や
「
教
育
」
に
関
す
る

地
域
課
題
を
解
決
す
る
具
体

的
な
事
業
に
係
る
費
用
の
全

部
ま
た
は
一
部
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
に
つ
い
て
、
二

次
募
集
を
行
い
ま
す
。

◇
募
集
期
間
　

　
７
月
１
日
㈪
～
31
日
㈬

　
17
時
ま
で(※

当
日
必
着)

◇
募
集
内
容
　

　
子
育
て
や
教
育
分
野
に
関

　
す
る
地
域
課
題
の
解
決
に

　
資
す
る
事
業
案

◇
交
付
限
度
額 

１
０
０
万
円

◇
応
募
資
格

　
真
鶴
町
内
に
住
所
を
有
す

　
る
企
業
、
団
体
、
個
人

◇
応
募
方
法
　

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

　
載
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参

（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・

　
祝
日
除
く
）

※

要
項
、
様
式
は
町
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
ま
た
は
政
策
推
進
課
に

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　政
策
推
進
課
☎
内
線
３
１
２

◇
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査

　
７
月
17
日
㈬ 

９
時
～
11
時

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健
福

　祉
相
談

　
　
　
　
　
　
　

　７
月
11
日
㈭
、
16
日
㈫
、

　
23
日
㈫
　

　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
７
月
24
日
㈬

　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
７
月
25
日
㈭

　
９
時
～
15
時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
32
・
８
０
０
０

・
療
育
歯
科
相
談

（
内
線
３
２
３
８)

・
そ
の
他
の
相
談
と
検
査

（
内
線
３
２
４
８
）

※

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

　
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

　
真
鶴
町
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
の

Ｊ
１
に
所
属
し
て
い
る
湘
南

ベ
ル
マ
ー
レ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
や
選
手
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
真

鶴
町
で
も
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
２
０
２
４
シ
ー
ズ
ン
も
み

ん
な
で
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

　
今
月
は
、
広
報
に
て
湘
南

ベ
ル
マ
ー
レ
を
紹
介
し
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
活
動
と
は
？

　
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
は
、
湘

　
南
地
域
の
９
市
11
町
の

　
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
が
あ
り
ま

　
す
。
Ｊ
リ
ー
グ
の
理
念
の

　
ひ
と
つ
で
あ
る
「
豊
か
な

　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
及

　
び
国
民
の
心
身
の
健
全
な

　
発
達
へ
の
寄
与
」
を
具
現

　
化
す
べ
く
、
ホ
ー
ム
タ
ウ

　
ン
内
で
様
々
な
活
動
を

　
行
っ
て
い
ま
す
。

　
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
と
し
て
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

　
を
展
開
し
、
年
間
活
動
数

　
は
１
５
０
０
回
を
超
え
て

　
い
ま
す
。

●
２
０
２
４
シ
ー
ズ
ン
「
ホ
ー
ム

　
タ
ウ
ン
担
当
選
手
」
決
定
！

　
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
で
は
、

　
各
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
魅
力

　
や
取
り
組
み
の
発
信
の
協

　
力
で
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
を
よ

　
り
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目

　
的
と
し
、
各
ホ
ー
ム
タ
ウ

　
ン
に
担
当
選
手
が
い
ま
す
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
平

　
岡 

大
陽
選
手
が
真
鶴
町
を

　
担
当
し
て
く
れ
る
こ
と
が

　
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
平
岡
選
手
の

　
等
身
大
パ
ネ
ル
が
完
成
し
、

　
真
鶴
町
役
場
の
正
面
玄
関

　
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

　
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　町
長
室
☎
内
線
３
１
１

■平岡選手のプロフィール　　　　　

・背番号　13

・ポジション　MF

・誕生日　

　2002年９月14日

・出身地　

　兵庫県

・2021年湘南ベルマーレ

　加入

▲平岡選手の等身大パネルが届き
ました。普段は町役場の正面玄関
に配置しています。

▲4月20日(土)足柄下郡ホームタウ
ンデー（提供：湘南ベルマーレ）
田中俊一議長が会場にて選手を
応援しました。

能
登
半
島
地
震
へ
の

義
援
金
を
贈
り
ま
し
た

農
業
者
の
鳥
獣
被
害
防
除

物
品
の
購
入
を
補
助
し
ま
す

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年７月号 広報真鶴　2024年７月号
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
へ 

小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

の
相
談
と
検
査

行
政
書
士
の
無
料
相
談
会

地
域
課
題
解
決
推
進
事
業

補
助
金
二
次
募
集
！

●
被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新

　お
よ
び
紙
の
被
保
険
者
証

　の
廃
止
に
つ
い
て

　８
月
１
日
か
ら
保
険
証
が

　
新
し
く
な
り
ま
す
。
現
在

　
お
使
い
の
保
険
証
（
だ
い

　
だ
い
色
）
の
有
効
期
限
は

　
７
月
31
日
で
す
。

　
７
月
中
に
新
し
い
保
険
証

（
水
色
）
を
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
現
行
の
保
険
証
は
、

　
２
０
２
４
年
12
月
２
日
で

　
廃
止
さ
れ
、
以
降
の
交
付

（
紛
失
に
よ
る
再
交
付
を
含

　
む
）
は
で
き
な
く
な
り
ま

　
す
。
た
だ
し
、
経
過
措
置

　
と
し
て
、
２
０
２
４
年
12

　
月
１
日
ま
で
に
交
付
さ
れ

　
た
保
険
証
は
、
住
所
や
負

　
担
割
合
等
に
変
更
が
無
い

　
限
り
、
有
効
期
限
（
２
０

　
２
５
年
７
月
31
日
）
ま
で

　
こ
れ
ま
で
ど
お
り
お
使
い

　
い
た
だ
け
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
証
廃
止
以
降

　
に
お
い
て
、
当
面
の
間
、

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録
さ

　
れ
て
い
な
い
方
等
に
は
申

　
請
に
よ
ら
ず
資
格
確
認
書

　(※
)

を
交
付
し
ま
す
。

　
紛
失
や
破
損
を
し
た
場
合

　
は
、
保
険
証
の
廃
止
前
後

　
に
か
か
わ
ら
ず
、
申
請
が

　
必
要
で
す
。
市
町
村
の
窓

　
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※

「
資
格
確
認
書
」
を
医
療

　
機
関
等
の
窓
口
で
提
示
し
、

　
資
格
確
認
を
行
う
こ
と
で
、

　
引
き
続
き
一
定
の
窓
口
負

　
担
で
医
療
を
受
け
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

●
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

　減
額
認
定
証
お
よ
び
限
度

　額
適
用
認
定
証
の
年
次
更

　新
に
つ
い
て

　
８
月
１
日
か
ら
限
度
額
適

　
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認

　
定
証
お
よ
び
限
度
額
適
用

　
認
定
証
（
以
下
、
「
減
額

　
認
定
証
等
」
と
い
い
ま

　
す
。
）
が
新
し
く
な
り
ま

　
す
。
現
在
お
使
い
の
減
額

　
認
定
証
等
の
有
効
期
限
は

　
７
月
31
日
で
す
。

　
７
月
中
に
新
し
い
減
額
認

　
定
証
等
を
送
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
健
康
長
寿
課
☎
内
線
２
２
５

　
公
益
社
団
法
人
コ
ス
モ
ス

成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
小
田
原
西
地
区
に
よ
る

無
料
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
専
門
の
相
談
員
が
無
料

で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◇
日
時

　

　
７
月
27
日
㈯

　
13
時
～
15
時

◇
会
場
　
町
民
セ
ン
タ
ー 

　
２
階
　
第
３
会
議
室

◇
相
談
内
容

  

成
年
後
見
、
相
続
、
遺
言
等

◇
費
用
　
無
料

◇
申
し
込
み
　
不
要

※

開
催
状
況
に
つ
い
て
は
、

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
課
☎
内
線
２
３
５

　
能
登
半
島
地
震
へ
の
義
援

金
を
贈
る
た
め
、
５
月
21
日
、

町
議
会
田
中
議
長
、
海
野
副

議
長
が
石
川
県
東
京
事
務
所

を
訪
問
し
、
中
谷 

安
孝
所
長

に
真
鶴
町
議
会
か
ら
の
義
援

金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ

　議
会
事
務
局
☎
内
線
３
６
３

　町
内
に
在
住
す
る
農
業
者

の
方
が
防
護
柵
な
ど
の
鳥
獣

被
害
防
除
物
品
を
購
入
す
る

こ
と
に
対
し
て
、
補
助
金
を

交
付
し
て
い
ま
す
。

◇
交
付
対
象
者
　

　
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す

　
る
者

①
町
内
に
在
住
す
る
者

②
町
内
の
経
営
耕
地
面
積
が

　
10a
以
上
の
農
業
を
営
む
者

　
ま
た
は
町
内
に
お
け
る
農

　
産
物
販
売
額
が
年
間
15
万

　
円
以
上
で
あ
る
者

③
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
者

◇
補
助
対
象
品
目

・
防
護
柵

（
ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
、                  

　
金
網
等)

・
電
気
柵

・
防
鳥
ネ
ッ
ト

・
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

・
そ
の
他
町
長
が
特
に
必
要

　
と
認
め
た
も
の

◇
補
助
額

　
補
助
金
の
額
は
補
助
対
象

　
品
目
の
購
入
経
費
の
２
分

　
の
１
以
内
と
し
、
２
万
５

　
０
０
０
円
を
限
度
額
と
し

　
ま
す
。

◇
申
し
込
み

　
補
助
金
の
交
付
を
希
望
す

　
る
方
は
物
品
の
購
入
前
に

　
申
請
を
す
る
こ
と
が
必
要

　
で
す
。
購
入
ま
で
に
余
裕

　
を
も
っ
て
申
請
を
行
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
申
請
書
等
必
要
な
書
類
に

　
つ
き
ま
し
て
は
、
担
当
課

　
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
産
業
観
光
課
☎
内
線
３
３
２

湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
特
集

～
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て

２
０
２
４
シ
ー
ズ
ン
応
援
中
～

 
真
鶴
町
が
抱
え
る
「
子
育

て
」
や
「
教
育
」
に
関
す
る

地
域
課
題
を
解
決
す
る
具
体

的
な
事
業
に
係
る
費
用
の
全

部
ま
た
は
一
部
に
対
す
る
補

助
金
の
交
付
に
つ
い
て
、
二

次
募
集
を
行
い
ま
す
。

◇
募
集
期
間
　

　
７
月
１
日
㈪
～
31
日
㈬

　
17
時
ま
で(※

当
日
必
着)

◇
募
集
内
容
　

　
子
育
て
や
教
育
分
野
に
関

　
す
る
地
域
課
題
の
解
決
に

　
資
す
る
事
業
案

◇
交
付
限
度
額 

１
０
０
万
円

◇
応
募
資
格

　
真
鶴
町
内
に
住
所
を
有
す

　
る
企
業
、
団
体
、
個
人

◇
応
募
方
法
　

　
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

　
載
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参

（
持
参
の
場
合
は
土
・
日
・

　
祝
日
除
く
）

※

要
項
、
様
式
は
町
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
ま
た
は
政
策
推
進
課
に

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　政
策
推
進
課
☎
内
線
３
１
２

◇
エ
イ
ズ
相
談
・
検
査

　
７
月
17
日
㈬ 

９
時
～
11
時

◇
医
師
に
よ
る
精
神
保
健
福

　祉
相
談

　
　
　
　
　
　
　

　７
月
11
日
㈭
、
16
日
㈫
、

　
23
日
㈫
　

　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

◇
医
師
に
よ
る
認
知
症
相
談

　
７
月
24
日
㈬

　
13
時
30
分
～
16
時
30
分

◇
療
育
歯
科
相
談

　
７
月
25
日
㈭

　
９
時
～
15
時
30
分

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
小
田
原
保
健
福
祉
事
務
所

　
☎
32
・
８
０
０
０

・
療
育
歯
科
相
談

（
内
線
３
２
３
８)

・
そ
の
他
の
相
談
と
検
査

（
内
線
３
２
４
８
）

※

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

　
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

　
真
鶴
町
は
、
Ｊ
リ
ー
グ
の

Ｊ
１
に
所
属
し
て
い
る
湘
南

ベ
ル
マ
ー
レ
の
ホ
ー
ム
タ
ウ

ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ク
ラ
ブ
や
選
手
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
真

鶴
町
で
も
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ

を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
２
０
２
４
シ
ー
ズ
ン
も
み

ん
な
で
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
を

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

　
今
月
は
、
広
報
に
て
湘
南

ベ
ル
マ
ー
レ
を
紹
介
し
ま
す
。

●
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
活
動
と
は
？

　
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
は
、
湘

　
南
地
域
の
９
市
11
町
の

　
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
が
あ
り
ま

　
す
。
Ｊ
リ
ー
グ
の
理
念
の

　
ひ
と
つ
で
あ
る
「
豊
か
な

　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
及

　
び
国
民
の
心
身
の
健
全
な

　
発
達
へ
の
寄
与
」
を
具
現

　
化
す
べ
く
、
ホ
ー
ム
タ
ウ

　
ン
内
で
様
々
な
活
動
を

　
行
っ
て
い
ま
す
。

　
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
と
し
て
多
く
の
ス
ポ
ー
ツ

　
を
展
開
し
、
年
間
活
動
数

　
は
１
５
０
０
回
を
超
え
て

　
い
ま
す
。

●
２
０
２
４
シ
ー
ズ
ン
「
ホ
ー
ム

　
タ
ウ
ン
担
当
選
手
」
決
定
！

　
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
で
は
、

　
各
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
魅
力

　
や
取
り
組
み
の
発
信
の
協

　
力
で
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
を
よ

　
り
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目

　
的
と
し
、
各
ホ
ー
ム
タ
ウ

　
ン
に
担
当
選
手
が
い
ま
す
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
平

　
岡 

大
陽
選
手
が
真
鶴
町
を

　
担
当
し
て
く
れ
る
こ
と
が

　
決
定
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
平
岡
選
手
の

　
等
身
大
パ
ネ
ル
が
完
成
し
、

　
真
鶴
町
役
場
の
正
面
玄
関

　
に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、

　
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　町
長
室
☎
内
線
３
１
１

■平岡選手のプロフィール　　　　　

・背番号　13

・ポジション　MF

・誕生日　

　2002年９月14日

・出身地　

　兵庫県

・2021年湘南ベルマーレ

　加入

▲平岡選手の等身大パネルが届き
ました。普段は町役場の正面玄関
に配置しています。

▲4月20日(土)足柄下郡ホームタウ
ンデー（提供：湘南ベルマーレ）
田中俊一議長が会場にて選手を
応援しました。

能
登
半
島
地
震
へ
の

義
援
金
を
贈
り
ま
し
た

農
業
者
の
鳥
獣
被
害
防
除

物
品
の
購
入
を
補
助
し
ま
す
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連

　載

　
神
奈
川
県
で
は
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
・
蓄
電
池
を
み
ん
な

で
お
得
に
購
入
す
る
共
同
購

入
の
参
加
者
の
募
集
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
の
お
う
ち
に
太
陽

光
」
は
多
く
の
人
が
一
緒
に

安
心
し
て
「
太
陽
光
パ
ネ

ル
」
や
「
蓄
電
池
」
を
購
入
、

設
置
で
き
る
共
同
購
入
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。
電
気
代
の

削
減
が
期
待
で
き
、
災
害
時

の
電
気
の
確
保
に
も
役
立
ち

ま
す
。
お
う
ち
で
で
き
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
s
！
こ
の
機
会
に
購
入

し
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
神

奈
川
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
か
な
が
わ
み
ん
な
の
お
う

　
ち
に
太
陽
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
ン
事
務
局
　
☎
０
１
２
０

　
・
２
１
６
・
１
０
０

　
　
　
　
第
２
回
真
鶴
武
道
祭

　
　
　
神
奈
川
県
西
地
域
で
、

　
　
　 

世
界
が
認
め
る
日
本   

　
　
　
文
化
の
ひ
と
つ
で
あ

　
　
　
る
「
武
道
」
を
「
観

て
」
「
体
験
」
で
き
る
「
武
道

祭
」
を
開
催
！

　
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
８
月
17
日
㈯

　
13
時
30
分
よ
り

◇
場
所
　
真
鶴
町
立
体
育
館

◇
入
場
　
無
料

◇
参
加
種
目
　

　
銃
剣
道
、
短
剣
道
、
な
ぎ
な

　
た

◇
内
容
　
演
武
、
公
開
稽
古
、

  

体
験
教
室
他

◇
主
催
　

　
神
奈
川
県
銃
剣
道
連
盟

　
小
田
原
支
部

◇
後
援

・
真
鶴
町
教
育
委
員
会

・
小
田
原
市
教
育
委
員
会

・
神
奈
川
県
銃
剣
道
連
盟

・
三
島
市
な
ぎ
な
た
連
盟

・
神
奈
川
県
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

　
連
絡
協
議
会

・
県
西
地
域
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者

　
協
議
会

・
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

　
ブ
城
下
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

◇
目
的

　神
奈
川
県
西
地
域
で
各
武
道

　
が
一
堂
に
会
し
て
、
演
武
、

　
模
範
稽
古
や
体
験
教
室
を
実

　
施
し
、
日
本
文
化
の
ひ
と
つ

　
で
あ
る
武
道
の
普
及
振
興
を

　
図
る
と
と
も
に
、
武
道
を
通

　
じ
て
青
少
年
の
健
全
な
育
成

　
を
図
り
、
あ
ま
ね
く
世
界
の

　
平
和
と
福
祉
に
貢
献
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

fukuchin@fukuchin.com

（
件
名
に
「
真
鶴
武
道
祭
」
　

と
入
れ
て
下
さ
い
。
）

２
０
２
４
サ
マ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

in
ビ
オ
ト
ピ
ア

～
М
Ｅ
ー

Ｂ
Ｙ
Ｏ
フ
ェ
ス
タ
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
～

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
30
以
上
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

ビ
オ
ト
ピ
ア
に
集
結
！
思
い
っ

き
り
笑
っ
て
学
べ
る
２
日
間
！

気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　

　
８
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　
10
時
～
16
時

※

一
部
、
夜
間
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
り

◇
場
所

　未
病
バ
レ
ー

「
ビ
オ
ト
ピ
ア
」
（
足
柄
上
郡

  

大
井
町
山
田
３
０
０
）

◇
予
約

　不
要

◇
参
加
費

　無
料

※

一
部
、
要
事
前
申
込
や
有
料

　
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
あ
り

◇
内
容

・
各
種
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
こ

　
ど
も
向
け
自
由
研
究
講
座
、

　
こ
ど
も
造
形
教
室
な
ど
）

・
よ
し
も
と
芸
人
に
よ
る
お
笑

　
い
ス
テ
ー
ジ

・
ス
ポ
ー
ツ
教
室

・
未
病
測
定
・
相
談
ブ
ー
ス

・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

・
夕
涼
み
会
＆
盆
踊
り
・
縁
日

・
キ
ャ
ン
プ
特
別
企
画

「
キ
ャ
ン
プ
de
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

◇
主
催
　
神
奈
川
県
・
大
井
町
・

　
株
式
会
社
ブ
ル
ッ
ク
ス
ホ
ー
ル

　
デ
ィ
ン
グ
ス

■
問
い
合
わ
せ
　

よ
し
も
と
エ
リ
ア
ア
ク
シ
ョ
ン

（
事
務
局
）

☎
03
・
３
２
０
９
・
８
０
５
４

◀ホームページは

　こちら

太
陽
光
パ
ネ
ル
・蓄
電
池
の

共
同
購
入
希
望
者
募
集
中
！

詳しくは

県ホームページを

ご覧ください

真鶴町お知らせメールへのご登録を！

□問い合わせ　総務防災課　☎内線３２３

▼ご登録は、下のＱＲよりお進みください▼
ＰＣ・スマートフォンの場合 フィーチャーフォン（ガラケー）の場合

◆真鶴町役場　代表電話番号　0465-68-1131◆広報真鶴　2024年７月号 広報真鶴　2024年７月号
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連

　載

　
神
奈
川
県
で
は
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
・
蓄
電
池
を
み
ん
な

で
お
得
に
購
入
す
る
共
同
購

入
の
参
加
者
の
募
集
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
の
お
う
ち
に
太
陽

光
」
は
多
く
の
人
が
一
緒
に

安
心
し
て
「
太
陽
光
パ
ネ

ル
」
や
「
蓄
電
池
」
を
購
入
、

設
置
で
き
る
共
同
購
入
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
す
。
電
気
代
の

削
減
が
期
待
で
き
、
災
害
時

の
電
気
の
確
保
に
も
役
立
ち

ま
す
。
お
う
ち
で
で
き
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
s
！
こ
の
機
会
に
購
入

し
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
神

奈
川
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　

　
か
な
が
わ
み
ん
な
の
お
う

　
ち
に
太
陽
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

　
ン
事
務
局
　
☎
０
１
２
０

　
・
２
１
６
・
１
０
０

　
　
　
　
第
２
回
真
鶴
武
道
祭

　
　
　
神
奈
川
県
西
地
域
で
、

　
　
　 

世
界
が
認
め
る
日
本   

　
　
　
文
化
の
ひ
と
つ
で
あ

　
　
　
る
「
武
道
」
を
「
観

て
」
「
体
験
」
で
き
る
「
武
道

祭
」
を
開
催
！

　
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
８
月
17
日
㈯

　
13
時
30
分
よ
り

◇
場
所
　
真
鶴
町
立
体
育
館

◇
入
場
　
無
料

◇
参
加
種
目
　

　
銃
剣
道
、
短
剣
道
、
な
ぎ
な

　
た

◇
内
容
　
演
武
、
公
開
稽
古
、

  

体
験
教
室
他

◇
主
催
　

　
神
奈
川
県
銃
剣
道
連
盟

　
小
田
原
支
部

◇
後
援

・
真
鶴
町
教
育
委
員
会

・
小
田
原
市
教
育
委
員
会

・
神
奈
川
県
銃
剣
道
連
盟
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三
島
市
な
ぎ
な
た
連
盟
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神
奈
川
県
ス
ポ
ー
ツ
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導
者

　
連
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協
議
会
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ポ
ー
ツ
指
導
者

　
協
議
会
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総
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域
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ポ
ー
ツ
ク
ラ
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城
下
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ポ
ー
ツ
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ラ
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◇
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的
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川
県
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地
域
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武
道
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一
堂
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て
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演
武
、

　
模
範
稽
古
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体
験
教
室
を
実

　
施
し
、
日
本
文
化
の
ひ
と
つ

　
で
あ
る
武
道
の
普
及
振
興
を
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と
と
も
に
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武
道
を
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て
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少
年
の
健
全
な
育
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あ
ま
ね
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界
の

　
平
和
と
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貢
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※
５
月
１
日
～
５
月
31
日
受
付
分
の
掲
載
了
承
者

　
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。
（
敬
称
略
）

公共施設７月の休館

まなづる図書館まなづる図書館 ☎６８-６３２６☎６８-６３２６

真鶴地域情報センター真鶴地域情報センター

町民センター町民センター ☎内線４４０☎内線４４０

☎６８-１１１１☎６８-１１１１

下
校
時
の
青
春
の
声
花
み
か
ん 

千
恵
子

相
席
の
を
さ
な
の
え
く
ぼ
風
薫
る 

せ
つ
子

初
夏
の
朝
日
に
浮
か
ぶ
島
の
影 

都

　作

帰
省
子
の
帰
り
の
リ
ュ
ッ
ク
ず
つ
し
り
と    

直

　美

心
中
の
ガ
ラ
ク
タ
整
理
余
花
の
雨

　
　

    

珠

　絵

日
曜
の
漁
港
の
町
や
風
薫
る

　

    

　
　
　英

　一

白
薔
薇
や
少
年
の
夢
無
傷
な
り

　
　
　

    

園

　子

日
の
落
ち
て
よ
り
の
白
さ
よ
卯
月
波        

桂

　子

木
香
バ
ラ
と
な
り
の
庭
の
金
屏
風 

保

　夫

春
惜
し
む
次
を
夢
見
る
老
い
し
母                

翠

　明

浜
木
綿
を
百
合
と
思
い
し
友
と
う
し

　
　

   

圭

爪
先
の
音
す
る
杖
と
寄
す
る
波
大
海
原
の
潮
風
を
呑

む

　
　
　
　

                                        

清
海
テ
イ
子

春
嵐
が
行
く
手
を
阻
む
わ
が
散
歩
日
々
休
む
な
き
慣

は
し
を
止
む

　
　
　
　

       

　
　

              

河
村
温
恵           

愛
想
よ
き
女
主
人
が
店
先
に
鋭
き
目
を
せ
り

　連
休

初
日

　

                   
　
　
　
　
　
　
　
　

  

新
田
禎
子                 

や
う
や
う
に
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
ボ
タ
ン
ひ
と
つ
掛
け
父
の

顔
見
る
児
は
問
ふ
ご
と
く

　
　
　
　

         

田
所
仙
子                 

父
が
た
め
半
年
習
ひ
て
作
り
し
と
ふ
甲
冑
に
娘
の
添

ふ
今
日
の
パ
レ
ー
ド

　
　
　
　
　
　
　
　

  

神
田
眞
三                                       

贈
る
人
ま
う
誰
も
ゐ
ぬ

　贈
ら
れ
る
ば
か
り
と
な
り

て
母
の
日
近
し

　

                                  
　湯
川
律
子

身
の
程
を
知
り
て
思
へ
り「
歩
」な
る
吾
を
り
を
り
夢
見

つ 「
歩
」が
成
る
時
を 

　
　
　
　
　
　

        

加
藤

　龍

草
刈
り
の
の
ち
を
し
ば
ら
く
横
に
な
り
手
足
を
伸
ば

す
喜
寿
と
な
る
身
は      

　
　
　
　
　
　

 

竹
林
初
江

い
つ
し
ら
に
若
葉
か
が
よ
ふ
山
法
師
父
の
逝
き
け
る
日

を
揺
り
起
こ
す

　
　
　
　

                     

中
村
み
ほ
子

白
美
し
き
梅
花
空
木
に
難
波
茨
五
月
の
花
の
勢
ひ
羨

し
む

　
　
　

                                            

川
崎
善
子

こ
ど
も
の
日
美
し
い
も
の
は
平
和
だ
と
い
ふ
子
の
権
利 

三
十
一
条

　
　
　
　
　

                             

青
木
智
子

「
大
丈
夫
届
い
て
ゐ
ま
す
」夜
の
電
話

　憐
れ
は
互
み

に
こ
ゑ
を
曳
き
合
ふ

　
　
　
　
　
　

          

温
井
松
代

1日(月)、８日(月)、16日(火)、
22日(月)、29日(月)

１日(月)、8日(月)、15日(月)、
22日(月)、29日(月)

OSU
SUME

よ

広報真鶴は
町ホームページからも
ご覧いただけます！

 

モ
ッ
コ
ウ

こ

し
ゅ
ん
ら
ん

は

な
に
は
ば
ら

は 

ま 

ゆ 

う

き 

せ 

い 

し

レーエンデの歩き方

　多崎　礼/原作,講談社/編

新 着 本

◆広告募集！　問い合わせは、政策推進課　戦略推進係　☎内線３１4

　ファンタジー小説「レーエンデ国物語」

の第1部から第4部に至る雄大な作品世界

を、多くのカラービジュアルと共に徹底的

に掘り下げる公式ガイドブック。

《一般書》

■魔女の後悔　　　　　　　 大沢　在昌/著

■ゆうびんの父　　　　　　 門井　慶喜/著

■レーエンデの歩き方　　　　　　

                   多崎　礼/原作,講談社/編　　　　

■週刊朝日１０１年史　　　　　　

   「週刊朝日１０１年史」プロジェクト/著

■江戸魚図鑑　　　　　　　　　　　

        田島　一彦/企画,中江　雅典/監修他

■図説　近世城郭の普請　石垣編　

                              三浦　正幸/著

■心に効く美容　　　　　　　　  MEGUMI/著

《児童書》

■ゆうびんです　　　　 松屋　真由子/作,絵

■すごすぎる絵画の図鑑　　

            青い日記帳/著,川瀬　佑介/監修

■ゆうやけにとけていく　　　　　　　

                ザ・キャビンカンパニー/作

■落語絵本　三方一両損　　　 川端　誠/作

■世界史探偵シーズンⅡ

   1食と歴史,2遊と歴史　青山　剛昌/原作他

ゲスト 地元 一般
平日
土曜日
日・祝日

8,150円
14,750円
14,250円

10,300円
16,800円
16,300円

問い合わせ：まなづる図書館 ☎６８-６３２６

おはなし会

　　日時：7月6日(土)10：30～11：20

　　場所：情報センター１階

15時
まで

土曜）午後３時まで受診可

読まなくなった本や雑誌等、
少しでも出張買い取りします！

全国古書籍商組合連合会加盟

レコード、ＣＤ、ＤＶＤ、古写真、観光土産の絵葉書や
雑貨なども歓迎！処分する前にご相談下さい。

真鶴１８９３ー２１　加藤
電話　０９０ -９６７９ -１７８２

小田原百貨店　真鶴店

営業時間：午前９時から午後８時まで　※変更の場合あり

真鶴町真鶴２９４-３　　　０４６５-６９-１８８８

貴船まつり各種注文承ります！

６日(土)13日(土)20日(土)23日(火)27日(土)　優待５倍デー

定休日：なし

うに清スタッフ募集
勤務内容：・厨房係（洗い場ほか）
　　　　　・お座敷係
勤務時間：午前９時～午後５時
　　　　　※応相談（平日または土日だけでも勤務可能）
時　　給：平日1,112円　土日・祝日1,390円
問い合わせ　真鶴町真鶴１１６１－７
　　　　　　　０４６５-６８-１２７６

磯の味

学生さん、大歓迎！

今 月 の お す す め

※６月から､随時入っています｡
  便利なインターネット予約をご利用ください｡

◆吉浜コース　　2024年７月（４B料金）

キャディ付の場合は、4,290円増（4名様でご利用の場合）となります。
受付時、町民利用証をご提示ください。

セルフ料金
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町の位置：東経139度8分14秒、北緯35度9分30秒（国土地理院より）
町の面積：7.05㎢
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鶴
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鶴
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今 月 の 納 期人口と世帯 令和６年６月１日現在
(住民基本台帳法による)

 男  3,104（±  ０  ）

 女 3,548（＋  ６   )

 計 6,652（＋  ６  ）

世帯 3,405（＋ 13 ）
（    ）内は前月比 ※税金などのお支払いは、口座振替を

　ご利用ください。

１人１日当たりのごみ排出量

今年５月分 1,263 g　

昨年５月分 1,279 g　

ごみの分別にご協力をお願いします

前年度比較　　1．3％ 減　

月

火

住民相談/10:00～15:00/町民センター

木

はつらつ元気塾/10:00～11:30/町民センター

運動倶楽部/10:00～11:30/町民センター

水

月

新聞・雑紙

金

土

日

木

幼小中１学期終業式

※下水道接続にご協力をお願いします。

火

月

火

木

水

月

金

土

日

木

水

金

土

日

金

土

日

水

火

月

火

月

水

夜間急患問い合わせ／ 

可燃物

ビン・ペットボトル

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

可燃物

カ ン

ぼうさい まなづる　防災行政無線自動応答テレホンサービス
℡０４６５-６９-１８９０（通話料有料）

粗大･不燃物

可燃物

粗大･不燃物

可燃物

可燃物

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡47-0823）
受付時間8：30～15：30

可燃物

可燃物

ビン・ペットボトル

布・ダンボール･紙パック

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡47-0823）
受付時間8：30～15：30

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡47-0823）
受付時間8：30～15：30

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡47-0823）
受付時間8：30～15：30

休日・急患診療所／小田原市保健センター(℡47-0823）
受付時間8：30～15：30

湯河原消防署（℡60-0119）

可燃物

カ ン

可燃物

可燃物

カ ン

生き活き健康相談/10:00～12:00/情報センター１階

７月

親子教室/10:00～11:30/町民センター

公益社団法人コスモス成年後見サポートセンター小田原西地区無料相談会
/13:00～15:00/町民センター2階 第３会議室

宵宮イベント/19:15～/真鶴港岸壁広場

育児セミナー/10:00～11:30/町民センター

おもちゃ病院/11:30～12:00/町民センター

すくすく子育て相談/予約制/町民センター

４か月、８・９か月児健診
/13:00～13:20/町民センター

お達者教室/10:00～11:15/町民センター

乳幼児歯科健康診査/13:00～14:00/町民センター

まなっこひろばおたんじょうびかい
/10:00～11:00/町民センター

地域サロン 真輪/10:00～11:30/町民センター

地域サロン 真輪/10:00～11:30/町民センター

地域サロン 和楽/10:00～12:00/観光協会２階

地域サロン 和み/10:00～11:30/岩地区集会所

地域サロン にこにこ/10:00～12:00/町民センター

地域サロン きずな/10:00～12:00/旧保健センター

★中川一政美術館町民無料デー★ギャラリートーク/14:00～14:30

貴船まつり

出張福祉相談会/10:00～12:00/町民センター

★中川一政美術館町民無料デー★
ギャラリートーク/14:00～14:30

まなづるオレンジカフェ/13:00～15:00/情報センター1階

町の保健室/10:00～15:00/情報センター

町の保健室/10:00～15:00/情報センター

町の保健室/10:00～15:00/情報センター

町の保健室/10:00～15:00/情報センター

★真鶴町 家庭の日★★中川一政美術館町民無料デー★

なぶらdeないと/17:00～21:00/真鶴港岸壁広場

貴船まつり

N E W !!

固 定 資 産 税（2期分） ７ 月31日
国民健康保険税（4期分） ７ 月31日
介 護 保 険 料（4期分） ７ 月31日
後期高齢者保険料（1期分） ７ 月31日
上 下 水 道 料（7月分） ７ 月31日


